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【RIMS共同研究（公開型）】

1©
代
表
者

所属 : 京都大学 数理解析研究所

職名 : 教授

氏名 : 大槻知忠

副
代
表
者

大阪市立大学 理学研究科

准教授

秋吉宏尚

2© 題 目 : Intelligence of Low-dimensional Topology

(英文名 : Intelligence of Low-dimensional Topology )

3©実施期間 : 2020年 5月 13日～2020年 5月 15日（ 3日間）

4©参加者数 : 116名 (内、外国機関所属者 2名)

5©講 演 数 : 11コマ (内、英語で行なわれたもの 11コマ)

6©共同研究（公開型）の概要 (開催目的、成果など) :

この研究集会は、低次元トポロジー、とくに、結び目理論や 3次元多様体論やその関連分野の研究者が研究
発表・討論・研究交流を行うことを目的として開催された。この研究集会は、トポロジープロジェクトの一環
として、開催された。コロナウィルス感染症による緊急事態宣言の期間中に開催されたため、Zoomによるオ
ンライン研究集会として開催された。
研究集会では、結び目理論や 3次元多様体論を中心にして、リボン 2次元結び目、絡み目の HOMFLY多項
式の full twist 公式、曲面の 3角形分割の色付け、非自明平坦接続における Chern-Simons摂動展開の不変量、
(2, 2m)トーラス絡み目の量子 sl3不変量、3次元多様体の Heegaard曲面のモノドロミー群、結び目の Strong
Slope 予想、自由可換代数の微分リー環、ねじれAlexander多項式の漸近挙動、写像類群の Johnson型準同型、
結び目群の指標多様体の量子化について講演があった。これらの講演についてオンラインでの質疑応答も行わ
れ、チャットを用いた情報交換も行われた。また、講演者から出題された未解決問題を、未解決問題集として
編集して、研究集会ホームページで公開した。制限された社会状況の中で、有意義な研究交流になった。

研

究

成

果

の

公

表

方

法

7© 講究録を □� 発行する □ 発行しない
※発行する場合: 原稿完成予定時期 2020年 9月 1日頃

8© 講究録以外の方法で報告集を発行する場合 :

タイトル:

出 版 社: 出版予定時期： 年 月 日頃

9© 専門誌等による場合 :

主要な論文リスト (掲載予定、プレプリントを含む。準備中も可)
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研究集会 Intelligence of Low-dimensional Topology

京都大学数理解析研究所RIMS共同研究（公開型）として、また、トポロジープロジェ
クトの一環として、標記の研究集会を開催いたします。また、この研究集会は科学研究費
補助金 基盤研究B「グラフィクスとカンドル理論の観点からの４次元トポロジーの研究」
（課題番号 19H01788、研究代表者 鎌田聖一氏（大阪大学））と科学研究費補助金 基盤研
究A「結び目と３次元多様体の量子トポロジー」（課題番号 16H02145、研究代表者 大槻
知忠（京都大学））と科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究「ゲージ理論に関連する結び目
と３次元多様体の不変量と量子トポロジー」（課題番号 16K13754、研究代表者 大槻知忠
（京都大学））の援助をうけています。

日程： ２０２０年 ５月１３日 (水)～ ５月１５日 (金)
ホームページ： http://www.kurims.kyoto-u.ac.jp/~ildt/

この研究集会は、オンライン会議システム Zoom を用いて、オンラインで開催します。参
加される方は、4月 30日までに、参加登録をお願いします。参加登録の際に「誓約書」（配
信映像を録画しない、などの内容）の提出をお願いします。オンライン会議の視聴のため
に「ネット環境（wifiなど）」と「パソコン」が必要です。Zoomの映像配信の通信量は、
1時間あたり 200MB～300MB程度の見込みです。（スマホでも、参加自体は可能ですが、
講演スライドの文字を読むのは困難とおもわれ、また、通信量もかかるとおもわれること
に、ご注意ください。）参加登録方法と参加方法について、詳細は、研究集会ホームペー
ジ（上記URL）をご覧ください。

５月１３日 (水)

13:15～13:45 金信 泰造 (大阪市立大学大学院理学研究科)
Classification of small ribbon 2-knots

14:00～14:30 中兼啓太 (東京工業大学理学院数学系 /日本学術振興会特別研究員DC2)
Homfly and full twists

14:45～15:15 カールマン タマシュ (東京工業大学)
Clock theorems for triangulated surfaces

５月１４日 (木)

10:30～11:00 清水 達郎 (大阪市立大学数学研究所)
Chern-Simons perturbation theory and Reidemeister-Turaev torsion

11:15～11:45 湯淺 亘 (京都大学数理解析研究所 / 日本学術振興会特別研究員 PD)
Twist formulas for one-row colored A2 webs and sl3 tails of (2, 2m)-torus links
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13:15～13:45 作間 誠 (大阪市立大学数学研究所 / 広島大学)
“Monodromy groups” of Heegaard surfaces of 3-manifolds

14:00～14:30 茂手木 公彦 (日本大学文理学部)
The Strong Slope Conjecture for Whitehead doubles

５月１５日 (金)

10:30～11:00 原子 秀一 (東京大学大学院数理科学研究科)
The symplectic derivation Lie algebra of the free commutative algebra

11:15～11:45 阿蘇 愛理 (東京都立大学 理学研究科)
A note on the asymptotic behavior of the twisted Alexander polynomials of 52 knot

13:15～13:45 Anderson Vera (Kyoto University / JSPS Research Fellow)
Johnson-type homomorphisms, a conjecture by Levine, and the LMO invariant

14:00～14:30 村上 順 (早稲田大学)
On quantum representation of knots via braided Hopf algebra

組織委員： 河内明夫、河野俊丈、金信泰造、鎌田聖一、大槻知忠
世話人：大槻知忠 (京大 数理研)、秋吉宏尚 (大阪市立大 理学研究科)

協力スタッフ：石川勝巳、石橋典、軽尾浩晃、清水達郎、辻俊輔、湯淺亘
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【RIMS共同研究（グループ型 A）】

1©
代
表
者

所属 : 京都大学

職名 : 教授

氏名 : 牧野和久

副
代
表
者

2© 題 目 : 組合せ最適化セミナー

(英文名 : Seminar on Combinatorial Optimization )

3©実施期間 : 2020年 8月 5日～2020年 8月 7日（ 3日間）

研

究

内

容

等

4©共同研究（グループ型 A）の背景、目的等 :

　「組合せ最適化」分野における次世代研究者養成を目的として, 主に大学院学生を対象とするセミナー
を開催した．現在の組合せ最適化研究は，線形代数などの基礎的な知識や，連続最適化・グラフ理論な
ど周辺分野の成果を積極的に利用するとともに，オペレーションズ・リサーチ，機械学習，データマイ
ニングなど様々な分野に影響を与えている．したがって，組合せ最適化の研究の進展に貢献するために
は，数学的基礎の習熟および周辺分野を含めた広い範囲の研究動向に関する知見が必要である．
本共同研究では，組合せ最適化とその周辺分野の中で独自の研究を展開している研究者を講師として招
き，基礎から先端に至る体系的な講演をしていただいた．また，問題演習や討論の時間を十分にとり，
講義内容の確実な習得を図るとともに，共同研究的側面が大きいセミナーとした．
　 RIMS共同研究として 17 回目の開催となる本年度は，小林佑輔氏 (京都大学)，鈴木大慈氏 (東京大
学)，中本敦浩氏 (横浜国立大学)に，以下に記す各テーマについて，隣接分野の研究をしている学生に
も配慮した，基礎的な部分から最新の研究成果に至るまでの講演をお願いした．
小林佑輔氏には，「組合せ最適化問題に対する多面体的手法とその発展」と題する講演をしていただいた．
実行可能解集合を不等式系で表現する多面体的手法は，組合せ最適化問題に対する代表的な手法の一つ
であり，最大重みマッチング問題や最大重みマトロイド交叉問題を初めとする様々な組合せ最適化問題
の解法に用いられてきた．Iwata-Kobayashi (2017) は，多面体的手法と他の様々な手法と組み合わせる
ことで，40年近くの間多項式時間可解性が未解決であった重み付き線形マトロイドパリティ問題に対し
て，初の多項式時間アルゴリズムを与えた．本講演では，古典的な二部マッチングに対する多面体的手
法の解説から始め，線形マトロイド交差を通じて，重み付き線形マトロイドパリティに対する多項式時
間アルゴリズム開発までの流れを解説していただいた．
鈴木大慈氏には，「機械学習における最適化理論と学習理論的側面」と題する講演をしていただいた．
機械学習において損失関数をモデルのパラメータに関して最小化する最適化問題は基本的であり極めて
重要な問題である．機械学習において求められる最適化は，データの大規模化とパラメータの高次元化
のため，いかに軽い計算量によって”それなり”の解を出すかが重要視される．そのため，Suzuki (2013)
やMurata–Suzuki (2019) などにより，一次最適化法の確率的解法や分散計算が用いられてきた．また，
近年の深層学習の勃興により非凸最適化手法の重要性も増している．本講演では，機械学習に現れる凸
最適化問題に対する近接勾配法の解説から始まり，再生核ヒルベルト空間の理論を用いた非凸最適化に
対する手法，そして深層学習における最適化の最新の結果に触れていただいた．
中本敦浩氏には，「曲面上のグラフの彩色について」と題する講演をしていただいた．平面グラフの 4-彩
色可能性（四色定理）の証明はとても煩雑であることが知られているが，それ以外の曲面上のグラフに
関する彩色はとても簡単であることが知られている．「それはなぜか」という問いからスタートし，1990
年代から局所平面グラフの理論が始まり，それに偶奇性を絡めた曲面上のグラフの彩色理論が展開され
た．本講演では，四色定理の紹介から始まり，より弱い主張である六色定理や五色定理の証明が紹介さ
れた．そして，これらの結果を平面から一般の曲面へと拡張する方法が解説された．証明の技法として，
基本群や偶奇性，モノドロミーを用いた技法を具体例とともに丁寧に解説していただいた．
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5©共同研究（グループ型 A）の実施経過と成果 :

　 8 月 5 日から 8 月 7 日の 3 日間に，各日 5 コマ（1 コマ 1 時間程度）の講義・演習を行った．日程，
内容は以下のとおりである．
8 月 5 日：「組合せ最適化問題に対する多面体的手法とその発展」（小林佑輔氏）

• 二部マッチングおよび線形マトロイド公差に対する多面体的手法
• これらの問題に対する増加道アルゴリズム
• 重み付き線形マトロイドパリティに対する多面体的手法
• この問題に対する主双対アルゴリズム

8 月 6 日：「機械学習における最適化理論と学習理論的側面」（鈴木大慈氏）

• 正則化学習法と近接勾配法
• 確率的最適化と構造正則化
• 再生核ヒルベルト空間上での最適化
• 深層学習の最適化

8 月 7 日：「曲面上のグラフの彩色について」（中本敦浩氏）

• 四色定理とその歴史
• 曲面上のグラフの彩色
• 基本群と偶奇性
• モノドロミー

各講演者には演習問題・未解決問題を用意して頂き，参加者が問題に取組む時間を 1コマずつ設けた．
これにより，参加者は講義で扱った内容を深く理解するに至った．さらに演習問題の解説と未解決問題
の考察時間を 1コマ設け，講義の内容を土台とした討論を行った．

研

究

成

果

の

公

表

方

法

6© 講究録を □ 発行する □� 発行しない
※発行する場合: 原稿完成予定時期 年 月 日頃

7© 主要な論文リスト (掲載予定、プレプリントを含む。準備中も可)
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RIMS 共同研究（グループ型A）「組合せ最適化セミナー」
京都大学数理解析研究所の共同利用事業の一つとして下記のようにセミナーを催しますので, ご案内申し上げます.

研究代表者: 牧野和久 (京都大学)

日程: 2020 年 8 月 5 日 (水)–2020 年 8 月 7 日 (金)

開催方法: 完全オンラインによる開催
共催: 日本オペレーションズ・リサーチ学会 「超スマート社会のシステムデザインのための理論と応用」研究部会

プログラム

8 月 5 日 (水): 小林 佑輔 (京都大学)

「組合せ最適化問題に対する多面体的手法とその発展」

• 9:30–10:30 (講義)

• 10:50–11:50 (講義)

• 13:30–14:30 (講義)

• 14:45–15:45 (演習)

• 16:00–17:00 (総括)

8 月 6 日 (木): 鈴木 大慈 (東京大学)

「機械学習における最適化理論と学習理論的側面」

• 9:30–10:30 (講義)

• 10:50–11:50 (講義)

• 13:30–14:30 (講義)

• 14:45–15:45 (演習)

• 16:00–17:00 (総括)

8 月 7 日 (木): 中本 敦浩 (横浜国立大学)

「曲面上のグラフの彩色について」

• 9:30–10:30 (講義)

• 10:50–11:50 (講義)

• 13:30–14:30 (講義)

• 14:45–15:45 (演習)

• 16:00–17:00 (総括)
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RIMS

1© :

:

:

2© :

( : Recent Developments in Operator Algebras )

3© : 2020 09 07 2020 09 09 3

4© : 73 ( 3 )

5© : 9 ( 9 )

6© ( ) :

zoom

C* C* 40
C*

C* poly-Z
http://www.kurims.kyoto-u.ac.jp/∼narutaka/2020sep.html

7© �
:

8© :

:

:

9© :

( )

M. Izumi, H. Matui; Poly-Z group actions on Kirchberg algebras I. Int. Math. Res. Not., to appear.

M. Izumi, H. Matui; Poly-Z group actions on Kirchberg algebras II. Invent. Math., to appear.

Y. Suzuki; Equivariant O2-absorption theorem for exact groups. Preprint. arXiv:2004.09461

H. Ando, Y. Matsuzawa; Polish groups of unitaries. Studia Math., to appear.

M. Mori, P. Šemrl; Loewner’s theorem for maps on operator domains. Preprint. arXiv:2006.04488

T. Matsui; Split Property and Fermionic String Order. Preprint. arXiv:2003.13778

C. Bourne, Y. Ogata; The classification of symmetry protected topological phases of one-dimensional

fermion systems. Preprint. arXiv:2006.15232

Y. Ueda; Matrix liberation process I: Large deviation upper bound and almost sure convergence. J.

Theor. Probab. 32 (2019), 806–847.

Y. Ueda; Matrix liberation process II: Relation to orbital free entropy. Canad. J. Math., to appear.
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Recent Developments in Operator Algebras
http://www.kurims.kyoto-u.ac.jp/~narutaka/2020sep.html

 Room 420 at RIMS, Kyoto University
Online: https://zoom.us/meeting/register/tJYucOmvqD4pE9yRKs_w0WnAAfOBfeK09t4e

07–09 September 2020
: Organizer: Narutaka OZAWA

7 ( ) Monday, 07.09

13:30∼14:30 ( ) Masaki Izumi (Kyoto)
The classification of Poly-Z group actions on the Kirchberg algebras

14:45∼15:45 ( ) Yuki Arano (Kyoto)
The Baum-Connes conjecture and UCT for discrete quantum groups
with torsion

16:00∼17:00 ( ) Yuhei Suzuki (Hokkaido)
Equivariant O2-absorption theorem for exact groups

( ) Tuesday, 06.09

09:45∼10:45 ( ) Hiroshi Ando (Chiba)
Polish groups of unitaries

11:00∼12:00 ( ) Michiya Mori (Tokyo)
Loewner s theorem for maps on operator domains

13:30∼14:30 ( ) Taku Matsui (Kyushu)
Split Property and Fermionic String Order

14:45∼15:45 ( ) Yoshiko Ogata (Tokyo)
The classification of symmetry protected topological phases of one-
dimensional quantum systems

( ) Wednesday, 07.09

09:45∼10:45 ( ) Yoshimichi Ueda (Nagoya)
Matrix liberation process and orbital free entropy

11:00∼12:00 ( ) Benoit Collins (Kyoto)
Tensor powers of linear maps and applications to quantum information
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RIMS

Problems on mathematical science and new development in the theory of dynamical systems

2020 9 14 2020 9 18 5

126 1

30 27

COVID-19
2 dropbox, spatial chat, e

2021 3 31

13



RIMS
:2020 9 14 ( ) 18 ( )

: ( )

9 14 ( )

14:00-14:50 ( )[ ]

15:00-15:50 ( )

Global dynamics for the Hardy-Sobolev parabolic equation below the ground state

[ ]

16:00-16:15 ( )

– –

16:15-16:30 ( )

Singular function emerging from Rule 150

16:30-16:45 ( )

16:45-17:00 ( )

sigma-finite acims for weakly expanding random maps with uniformly contracting branches

9 15 ( )

10:30-11:20 Stefano Campagnola(NASA )[ ]

Europa Clipper Mission and Trajectory Design

11:30-12:20 Johannes Jaerisch( )

Mixed Birkhoff spectra of one-dimensional Markov maps

( )

14:00-14:50 ( )

3

15:00-15:50 (NTT / )

Reproducing kernel Hilbert C*-module

[ ]

16:00-16:15 ( )

16:15-16:30 ( )

16:30-16:45 ( )

Continuum limits of coupled oscillator networks depending on multiple sparse graphs

16:45-17:00 ( )

Existence of unbounded solutions in a normal form of the subcritical Hopf bifurcation with time-delayed

feedback for small initial functions

14



9 16 ( )

10:30-11:20 ( )

Large intersection classes for pointwise emergence

11:30-12:20 ( )

( )

14:00-14:50 ( )

Noise-induced degeneration in online learning

15:00-15:50 ( )

C
2

[ ]

16:00-16:15 ( )

Hamilton

16:15-16:30 ( )

16:30-16:45 ( )

Chebyshev spectral methods for computing center manifolds

16:45-17:00 ( )

Optimal control of the SIR epidemic model

9 17 ( )

10:30-11:20 ( )

Stable intersection of Cantor sets in higher dimensions

11:30-12:20 ( )

Mn is connected

( )

14:00-14:50 ( )

Mixing property for Markov operator cocycle

15:00-15:50 ( )

Koopman

[ ]

16:00-16:15 ( )

16:15-16:30 ( )

16:30-16:45 ( )

Existence of multiple noise-induced transitions in a Lasota-Mackey map

16:45-17:00 ( )

15



9 18 ( )

10:30-11:20 ( )

Compactness of Transfer Operators and Spectral Representation of Ruelle Zeta Functions for Super-continuous

Functions

11:30-12:20 ( )

Refinement of Morse graphs of flows
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RIMS

Financial Modeling and Analysis

2020 9 17 2020 9 18 2

16 0

11

11

2020 12 16
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Financial Modeling and Analysis 
 2020 9 17  9 18  
 Zoom

  

12 55 13 00

13 00 13 40
t

 
13 40 14 20

 
14 20 15 00

 *    
 

15 20 16 00
Optimal execution of pair trading with generalized price impacts

 *  
16 00 16 40
Market Impact and its Decay

 
16 40 17 20

  *  EY
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13 00 13 40
A Note on Solutions of Real Options Model with a Quadratic Flow Function

 
13 40 14 20
Investment under an earnings-based borrowing constraint

 *  Chuanqian Zhang William Paterson
University
14 20 15 00
The Dynamics of Takeovers through Exchange Offers

  *

15 20 16 00
Time-to-build and capacity expansion

 
16 00 16 40
Partially reversible capital investment with both fixed and proportional costs under
demand risk

 

16 40 16 45

19



 

RIMS

Recent advances in combinatorial representation theory

2020 10 5 2020 10 8 4

88 4

19 0

COVID-19
, ,

. , Young , , , ,
.

19 15 35
RIMS

2020 10

2021 2 1

20



2020 RIMS

 2020  10  5 10:00  2020  10  8 16:35

  URL

URL http://www.kurims.kyoto-u.ac.jp/∼tshun/combrep2020/

10  5

10:00–10:50  ( )

Kazama-Suzuki coset vertex superalgebras at admissible levels

11:00–11:50

New Duality in W-algebras

13:45–14:35 ( )

Affine Super Yangians and Rectangular W -superalgebras

14:45-15:35 ( )

Fusion rules of lattice cosets with an application to Feigin-Semikhatov

duality

15:45–16:35 ( )

Current-current deformation of two dimensional conformal field theory

10 6

10:00–10:50 ( )

Ruijisenaars DIM

11:00–11:50 ( )

Fock

21



13:45–14:35 ( )

Koornwinder Littlewood-Richardson

14:45–15:35 ( )

A
(2)
2� Demazure slice Macdonald-Koornwinder

15:45–16:35 ( )

Tame elements in the Grothendieck groups of special biserial algebras

10 7

10:00–10:50 ( )

Toward the Andrews-Gordon identities of A
(2)
2

11:00–11:50 ( )

Coxeter

13:45–14:35 ( )

Hankel type Pfaffians and the associated Jacobi polynomials

14:45–15:35 ( )

Intermediate symplectic characters and applications

15:45–16:35

10 8

10:00–10:50 ( )

The inequalities defining polyhedral realizations and monomial real-

izations of crystal bases

11:00–11:50 ( )

Combinatorial mutations on representation-theoretic polytopes

13:45–14:35 ( )

Classical weight modules over ıquantum groups at q = ∞
14:45–15:35 ( )

Inverse K-Chevalley formula for type A semi-infinite flag manifolds

15:45–16:35 Ivan Ip ( )

Parabolic Positive Representations of Uq(gR)

 URL
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 Theory and Applications of Supersingular Curves and Supersingular Abelian Varieties  

2020 10 13 2020 10 15 3  

128   64  

    16 16  

 
2019 9 30 10 4 Supersingular Abelian Varieties and 

Related Arithmetic

Zoom
16

  

 

 
2021 10 15  
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Theory and Applications of Supersingular Curves and
Supersingular Abelian Varieties

October 13th - 15th, 2020

RIMS Conference

PROGRAM
All times are given in Japan standard time JST (UTC+09:00).

Tuesday, October 13th (UTC+09:00)

09:40 – 09:50 Opening

Morning session (Chairman: Chia-Fu Yu)

09:50 – 10:50 Shushi Harashita (Yokohama National University)
Supersingular abelian varieties and curves, and their moduli spaces

11:10 – 12:10 Tomoyoshi Ibukiyama (Osaka University)
Supersingular loci of low dimensions and parahoric subgroups

– Lunch Break –

Afternoon session (Chairman: Tetsushi Ito)

14:00 – 15:00 Chia-Fu Yu (Academia Sinica)
Polarized simple superspecial abelian surfaces with real Weil numbers

15:20 – 16:20 Jean-Stefan Koskivirta (Saitama University)
Abelian varieties and stacks of G-zips

16:40 – 17:40 Toshiyuki Katsura (The University of Tokyo)
On the classification of Enriques surfaces with finite automorphism
group

Wednesday, October 14th (UTC+09:00)

Morning session (Chairman: Toshiyuki Katsura)

09:50 – 10:50 Everett W. Howe (Unaffiliated)
Constructions for supersingular and superspecial curves

11:10 – 12:10 Momonari Kudo (The University of Tokyo)
Counting the isomorphism classes of superspecial curves

– Lunch Break –

Afternoon session (Chairman: Koji Nuida)

14:00 – 15:00 Yusuke Aikawa (Mitsubishi Electric)
Post-quantum cryptography from supersingular isogenies

15:20 – 16:20 Hiroshi Onuki (The University of Tokyo)
OSIDH and SiGamal: cryptosystems from supersingular elliptic curves

16:40 – 17:40 Jana Sotáková (QuSoft / University of Amsterdam)
Elliptic curves over finite fields and their endomorphism rings

1
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Thursday, October 15th (UTC+09:00)

Morning session (Chairman: Everett W. Howe)

08:30 – 09:30 Bruce W. Jordan (The City University of New York)
Isogeny graphs of superspecial abelian varieties

09:50 – 10:50 Yevgeny Zaytman (Center for Communications Research)
Proving connectedness of isogeny graphs with strong approximation

11:10 – 12:10 Hyungrok Jo (University of Tsukuba)
On generalized LPS Ramanujan graphs and Bruhat-Tits trees

– Lunch Break –

Afternoon session (Chairman: Yan Bo Ti)

14:00 – 15:00 Masaya Yasuda and Kazuhiro Yokoyama (Rikkyo University)
Introduction to algebraic approaches for solving isogeny path-finding
problems

15:20 – 16:20 Katsuyuki Takashima (Mitsubishi Electric)
Counting superspecial Richelot isogenies by reduced automorphism groups

16:40 – 17:40 Benjamin Smith (INRIA)
Special structures and cryptosystems in the superspecial Richelot
isogeny graph

2
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 Time-frequency frames and their applications to image analysis  
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 Hardy 
L2(R) MRA Hardy 

MRA Hardy 
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2021 7 1  

 
Akira Morimoto, Ryuichi Ashino, and Takeshi Mandai, Detection of Rotation Angles on Image Separation Problem 
Springer Nature Switzerland AG 2019, K.-O. Lindahl et al. (eds.), Analysis, Probability, Applications, and Computation, 
Trends in Mathematics, https://doi.org/10.1007/978-3-030-04459-6_52,  
 
Nobuko Ikawa, Akira Morimoto, and Ryuichi Ashino, Application of Complex Continuous Wavelet Analysis to Auditory 
Evoked Brain Responses Springer Nature Switzerland AG 2019, K.-O. Lindahl et al. (eds.), Analysis, Probability, 
Applications, and Computation, Trends in Mathematics, https://doi.org/10.1007/978-3-030-04459-6_51 
  
Akira Morimoto, Ryuichi Ashino, Takeshi Mandai, An estimation of translation in image separation problem using phase 
information on wavelet transforms, ICWAPR2019, DOI: 10.1109/ICWAPR48189.2019.8946487 

 
Mawardi Bahri and Ryuichi Ashino, Solving Generalized Wave and Heat Equations Using Linear Canonical Transform 
and Sampling Formulae, Abstract and Applied Analysis, 2020, 1-11, doi.org/10.1155/2020/1273194 
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2020 RIMS

2020 10 19 2020 10 20

10 19

9:30 – 10:30

Haar-Walsh
Irion Saito 2014 , Haar-Walsh

(Generalized Haar-Walsh Transform [GHWT]) ,
extended GHWT [eGHWT], . GHWT

Haar-Walsh
. eGHWT , 1996 Thiele-Villemoes

1 Haar-Walsh ,
2000 Lindberg-Villemoes 2

. n , eGHWT
O(n log n) , GHWT ,

, GHWT . , GHWT
1.5n , eGHWT , 0.618 · (1.84)n

. n . eGHWT ,
, ,

.

10:45 – 11:45

Wavelet ENSO
ENSO:

Wavelet SOI:
SST: SST

SOI ENSO 21 4

Wavelet

13:15 – 14:15

Lie

ax+ b

14:30 – 15:30

40-Hz

29



40-Hz
SAM

40-Hz

.

10 20

9:30 – 10:30

, ,
,

, .
, , Littlewood-Paley

,
.

10:45 – 11:45 ( )

Hardy
L2(R) MRA

Hardy MRA
Hardy

13:15 – 14:15

14:30 – 15:30

Gyrator Dyadic Wavelet

Dyadic Wavelet (DYWT)
Gyrator (GT)

GT DYWT

RIMS

� http://www.osaka-kyoiku.ac.jp/~ashino/rims2020/

 Ryuichi Ashino Tel: 072-978-3685
ashino(at)cc.osaka-kyoiku.ac.jp
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Recent Progress in General Topology and its Related Fields

2020 10 21 2020 10 23 3

47 2

12 12

Artin-Tits CAT(0)

2021 3 15
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RIMS

Mathematics of quasiperiodic systems and related topics

2020 11 9 2020 11 11 3

1982

19
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Liu 
Damanik 

Huang 

Szemeredi Gole 

Delone 

Wythoffian polytope 

65 ( 32 23
10 )

Y.Nagai, S. Akiyama, J.-Y. Lee, On arithmetic progressions in non-periodic self-affine tilings, 
arXiv:2007.06005 (2020)

C.Gole, S.Douady, Convergence in a disk stacking model on the cylinder, Physica D 403 (2020), 132278.
K.Morita, Theory of reversible computing, Springer, Tokyo, 2017.
J.Chaika, D.Damanik, J.Fillman, P.Gohlke, Zero measure spectrum for multi-frequency Schrodinger 

Operators, arXiv:2009.11946.
Y.Yamagishi, Spiral Delone sets in relative metric, 
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Mathematics of quasiperiodic systems and related topics
(RIMS ( A))

Date: Monday, 9 November – Wednesday, 11 November, 2020
2020 11 9 ( )–11 ( )

Place: RIMS + Online via Zoom, Kyoto University

Monday, 9 November 2020 (2020 11 9 ( ))

13:30-13:50 Mark Tomenes (Ateneo de Manila Univ)

Construction of (a, b, c) tilings in the Euclidean, Spherical and Hyperbolic
planes

14:00-14:20 Liza Kristan(Ateneo de Manila Univ)

On the properties of order-n mad weaves

14:30-14:50 Liangyi Huang (Beijing Inst Tech )

Finite state automaton and Lipschitz equivalence of fractal gaskets

15:00-15:45 Kenichi Morita (Hiroshima Univ )

Introduction to cellular automata: Dynamics in a tessellation structure
Part I: Basic concepts on cellular automata

16:00-16:45 Yoshikazu Yamagishi (Ryukoku Univ )

Spiral Delone sets in relative metric

Tuesday, 10 November 2020 (2020 11 10 ( ))

9:30-10:15 Qinghui Liu (Beijing Inst Tech )

Unbounded trace orbits of period doubling Hamiltonian

10:30-11:15 David Damanik (Rice Univ)

Zero Measure Spectrum for Multi-Frequency Schrödinger Operators

11:30-12:15 Tsuyoshi Kobayashi , Hiroko Murai (Nara Women’s Univ
)

A construction of flat-foldable origami via similarity structure of 2-dimensional
torus

14:00-14:45 Ikuro Sato (Miyagi Cancer Center )

Manhattan distance to antipode of Wythoffian polytope

15:00-15:45 Kenichi Morita (Hiroshima Univ )

Introduction to cellular automata: Dynamics in a tessellation structure
Part II: How do cellular automata perform computation?

36



16:00-16:45 Yoshiaki Araki (Japan Tessellation Design Association
)

Non-trivial tessellation on Rubik’s Cube

Wednesday, 11 November 2020 (2020 11 11 ( ))

9:30-10:15 Christophe Golé (Smith College)

Pre-periodic disk stacking on the cylinder

10:30-11:15 Shoichi Kamada (Tokyo Metropolitan Univ )

The security of knapsack cryptography from extremal and additive combina-
torics

11:30-12:15 Shigeki Akiyama (Tsukuba Univ )

Arithmetic progressions in self-similar tilings
(joint work with Yasushi Nagai( ), J.Y.Lee)

Organizer: Yoshikazu Yamagishi
(yg@rins.ryukoku.ac.jp)
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RIMS

1© :

:

: MEJIA Diego

2© :

( : Set Theory: Reals and Topology )

3© : 2020 11 16 2020 11 20 5

4© : 99 ( 64 )

5© : 24 ( 24 )

6© ( ) :

COVID-19

3 17 O. Guzmán A. Kumar 2
1 60 3 M. Goldstern U. A. Ramos-Garćıa

60
O. Guzmán Some constructions of MAD families

MAD families Erdos Shelah
completely separable MAD family

A. Kumar Forcing with sigma ideals and Lebesgue outer measure
generic ultrapower

7© �
: 2021 5 15

8© :

:

:

9© :

( )
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 Rigorous statistical mechanics and related topics II     

2020 11 24  2020 11 27 4  

59    4  

    15 15  

, ,
(Werner, Okounkov, Hairer, ) . ,

,  ( , ) 
, ,

, .
( ), ( ) 3 ,

2 . , 3 , 59
,

. , ( ). 

 

 
 

 
 

 
 

 
1. Z. Chen, J. de Gier, I. Hiki, T. Sasamoto and M. Usui 
Limiting current distribution for a two species asymmetric exclusion process (  
2. K. Yamanaka and T.Sasamoto 
Exact solution for the Lindbladian dynamics for the open XX spin chain with boundary dissipation (  
3. B.H. Fukushima-Kimura, S. Handa, K. Kamakura, Y. Kamijima and A. Sakai. 
Mixing time and simulated annealing for the stochastic cellular automata. arXiv:2007.11287. 
4. Akira Sakai. 
Correct bounds on the Ising lace-expansion coefficients. arXiv:2003.09856. 
5. T. Miyao, H. Tominaga,,  

Electron-phonon interaction in Kondo lattice systems", arXiv:2007.14309 
6. S. Okida, T. Miyao, T. Tominaga,  

Ground state of one-dimensional fermion-phonon systems  
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RIMS

Problems and Prospects in Analytic Number Theory

2020 11 24 2020 11 27 4

85 3

20 20

1992

26 20
95 85

100
ZOOM
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解析的整数論の展望と諸問題
京都大学数理解析研究所の共同研究事業の一環として，下記のように研究集会を開催しますので，
ご案内申し上げます．なおこの集会は京都大学数理解析研究所および JSPS 科研費 16K05077 な
どにより一部助成を受けております．

代表者 中村 隆 （東京理科大学 理工学部）
副代表者 赤塚 広隆 （小樽商科大学 商学部）

記

日時： 2020年 11月 24日（火）10:00 ～ 11月 27日（金）16:10
場所： ZOOMによる開催

プログラム
11月 24日（火）
10:00 ～ 10:10 Opening

10:15 ～ 10:45 齋藤 耕太（名古屋大学）
Piatetski-Shapiro列の線形Diophantine方程式
（joint work with Toshiki Matsusaka）

11:00 ～ 11:45 井手 春希（慶應義塾大学）
Algebraic independence of the partial derivatives of certain functions with

many variables

（joint work with Taka-aki Tanaka）
13:30 ～ 14:15 金村 佳範（慶應義塾大学）

How to calculate the proportion of everywhere locally soluble diagonal

hypersurfaces

（joint work with Yoshinosuke Hirakawa）
14:30 ～ 15:15 谷本 祥（熊本大学）

Campana points, Height zeta functions, and log Manin’s conjecture

（joint work with Marta Pieropan, Arne Smeets and

Anthony Varilly-Alvarado)

15:45 ～ 16:30 吉田裕哉（名古屋大学）
多項式で表せる有限列の分布とHardy field

（joint work with Kota Saito）

11月 25日（水）
10:00 ～ 10:45 アデ イルマ スリアジャヤ（九州大学）

Hardy-Littlewoodの特異級数のRiesz平均における誤差項
（joint work with Daniel A. Goldston）

11:00 ～ 11:45 田中 秀宜（東洋大学）
ディリクレ L関数の絶対テンソル積のオイラー積表示

43



13:30 ～ 14:15 久家 聖二（九州大学）
弱正則モジュラー形式の零点の位置、超越性について

14:30 ～ 15:15 桂田 昌紀（慶應義塾大学）
Lerch ゼータ関数の多重 Laplace-Mellin に関する漸近展開とその応用

15:45 ～ 16:30 小野塚 友一（九州大学）
Cyclic relation for multiple zeta function

（joint work with Hideki Murahara）

11月 26日（木）

10:00 ～ 10:45 Biplab Paul（九州大学）
Logarithmic derivatives of L-functions attached to modular forms

11:00 ～ 11:45 中村 隆（東京理科大学）
quadrilateral zeta functionについて

13:30 ～ 14:15 川島 誠（日本大学）
Algebraic approach towards analytic methods for the irrationality

（joint work with Hirata-Kohno Noriko and Sinnou David）
14:30 ～ 15:15 黒沢 健（東京理科大学）

Cahen’s定数を含む超越性に関して
（joint work with Daniel Duverney and Iekata Shiokawa）

15:45 ～ 16:30 田沼 優佑（慶應義塾大学）
複数の無理数に対するHecke-Mahler級数の値の代数的独立性

11月 27日（金）

10:00 ～ 10:45 武田 渉（名古屋大学）
Finiteness of trivial solutions of factorial products yielding a factorial over

number fields

11:00 ～ 11:45 山田 智宏（大阪大学）
On almost Lehmer numbers

13:30 ～ 14:15 平川 義之輔（慶應義塾大学，理化学研究所）
Primes of the form X3 +NY 3 and a family of non-singular plane curves

which violate the local-global principle

（joint work with Yosuke Shimizu）
14:30 ～ 14:50 岩田 英人 （名古屋大学）

ある数論的関数の漸近公式の誤差項に対する第二種Volterra型積分方程式の
解について

15:10 ～ 15:55 鈴木 正俊（東京工業大学）
ゼータ関数から生ずる正準系

16:00 ～ 16:10 Closing
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Study of mathematical software and its effective use for mathematics education

Zoom
Zoom

ICT

Moodle

45



RIMS

2020 11 28 10:00 ∼ 11 29 13:00

Zoom

11 28

10:15

10:30∼11:00

11:00∼11:30

11:30∼12:00 CBT

12:00∼12:30 – III –

13:15∼13:45 HTML5

13:45∼14:15 Jupyter Notebook

14:15∼14:45

14:45∼15:15 Web

15:45∼16:15 SL(2,C)

46



16:15∼16:45 CBT

16:45∼17:25 GIGA ICT

17:25∼18:05 Identities for π discovered by S. Ramanujan and visualization via Mathematica

11 29

9:00∼ 9:30

9:30∼10:00 ICT

10:00∼10:30 Moodle CindyJS

10:30∼11:00 PointLine

11:00∼11:30 – PointLine –

11:30∼12:00 – ICT –

12:30
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【RIMS共同研究（公開型）】

1©
代
表
者

所属 : 富山大学

職名 : 准教授

氏名 : 木村巌

副
代
表
者

九州大学

教授

小林真一

2© 題 目 : 代数的整数論とその周辺

(英文名 : Algebraic Number Theory and Related Topics )

3©実施期間 : 2020年 11月 30日～2020年 12月 4日（ 5日間）

4©参加者数 : 216名 (内、外国機関所属者 5名)

5©講 演 数 : 20コマ (内、英語で行なわれたもの 1コマ)

6©共同研究（公開型）の概要 (開催目的、成果など) :

本研究集会は，整数論における広範な分野の最新の研究成果の報告と，興味深い幾つかのテーマの研究動向の
紹介をプログラムの軸とし，それらに関する活発な討論と情報交換の場の提供，また若手研究者に対しては成
果発表とともに整数論に関わる多種多様な分野の経験豊かな研究者から多角的な助言をもらう機会を提供する
こと等を目的として企画した．講演の内容は，ゼータ関数の特殊値，数論的力学系，数論的代数幾何，岩澤理
論，遠アーベル幾何，志村多様体，リジッド解析空間，F -isocrystalなど幅広い整数論の話題に及んだ．また，
モックモジュラー形式，高次の淡中双対性，計算代数幾何学，をテーマとした 3件の依頼講演も行われた．
それぞれの研究が細分化先鋭化しがちな中で，幅広い話題について周到に準備された講演が行われた．新型コ
ロナウイルス感染拡大に伴い，一部講演者・座長・プログラム作成委員が来所，それ以外は Zoom経由で聴講
する形での開催になった．また，チャットツールである Slackを用いて，資料の共有や， 講演時間外の質疑の
機会を設けた．これらにより，講演時の質疑応答や終了後に講演者を含めて議論が行われ，冒頭に述べた目的
を達成することができた．

研

究

成

果

の

公

表

方

法

7© 講究録を □� 発行する □ 発行しない
※発行する場合: 原稿完成予定時期 2022年 06月 30日頃

8© 講究録以外の方法で報告集を発行する場合 :

タイトル:

出 版 社: 出版予定時期： 年 月 日頃

9© 専門誌等による場合 :

主要な論文リスト (掲載予定、プレプリントを含む。準備中も可)
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RIMS共同研究（公開型）「代数的整数論とその周辺」

京都大学数理解析研究所の共同研究事業の一環として、下記のように研究集会を催しますのでご案内申し上げます．

研究代表者　　木村巌（富山大学）
研究副代表者　小林 真一（九州大学）

記

期間 　 2020年 11月 30日（月）∼ 12月 4日（金）
場所 　京都大学数理解析研究所 + Zoomのハイブリッド型共同研究

　講演者・座長・プログラム作成委員以外の方はオンライン参加とします．

11月 30日（月）

11:05 ∼ 11:10 はじめに

11:10 ∼ 12:00 松坂俊輝 （名古屋大学）
サイクル積分とモックモジュラー形式に関する最近の進展 ∗

13:30 ∼ 14:20 関川隆太郎 （東京理科大学）
巡回拡大の相対冪整基底について

14:40 ∼ 15:30 清水陵嗣 （数理解析研究所）
制限分岐版ノイキルヒ・内田の定理について

15:50 ∼ 16:40 Ildar Gaisin （東京大学）
Relative Ainf -cohomology

12月 1日（火）

10:00 ∼ 10:50 松澤陽介 （Brown University）
Vojta予想と数論力学系

11:10 ∼ 12:00 佐野薫 （同志社大学）
最大算術次数を持つ点の Zariski稠密性

13:30 ∼ 14:20 佐々田槙子 （東京大学）
流体力学極限の幾何学的考察（Part 1）

14:40 ∼ 15:30 坂内健一 （慶應義塾大学・理研）
流体力学極限の幾何学的考察（Part 2）

15:50 ∼ 16:40 戸次鵬人 （慶應義塾大学）
Eisensteinコサイクルの新構成法と Dedekindゼータ関数の特殊値
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12月 2日（水）

10:00 ∼ 10:50 山口永悟 （数理解析研究所）
種数 0の曲線における導来商版 Grothendieck予想について

11:10 ∼ 12:00 岩成勇 （東北大学）
高次の淡中双対性とその周辺 ∗

12:10 ∼ 「代数的整数論とその周辺」運営委員会（主に委員の方）

自由討論

12月 3日（木）

11:10 ∼ 12:00 栗原将人 （慶應義塾大学）
Survey on the Brumer-Stark conjecture and the proof by Dasgupta and Kakde

13:30 ∼ 14:20 村上和明 （慶應義塾女子高等学校・慶應義塾大学）
虚二次体における弱一般 Greenberg予想について

14:40 ∼ 15:30 片岡武典 （慶應義塾大学）
Higher codimension behavior in equivariant Iwasawa theory for CM-fields

15:50 ∼ 16:40 中村健太郎 （佐賀大学）
ゼータ元の合同と岩澤主予想への応用

12月 4日（金）

10:00 ∼ 10:50 石井竣 （数理解析研究所）
Drinfeld加群の p冪ねじれ点に対する普遍上界予想について

11:10 ∼ 12:00 工藤桃成・原下秀士 （東京大学・横浜国立大学）
計算代数幾何学入門 - 有理点を多くもつ有限体上の代数曲線の構成を通じて ∗

13:30 ∼ 14:20 沖泰裕 （東京大学）
On basic loci of Shimura varieties for spinor groups

14:40 ∼ 15:30 伊藤和広 （京都大学）
リジッド解析空間のエタールコホモロジーの一様的な局所定数性について

15:50 ∼ 16:40 都築暢夫 （東北大学）
On the minimal slope conjecture of F -isocrystals

16:40 ∼ 16:45 おわりに

敬称略, ∗ 印は依頼講演．

プログラム作成委員
木村巌（富山大学），小林真一（九州大学），原隆 (津田塾大学)
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RIMS

1© :

:

:

2©   : ・

(    : Spectral and Scattering Theory and Related Topics )

3© : 2020 12 2 2020 12 4 3

4© : 62 ( 0 )

5© : 12 ( 1 )

6© ( ) :

, zoom . 66 , .
, ,

, ,
. , 20 30 ,

, .

7© �
: 2021 3 31

8© :

:

:

9© :

( )
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RIMS

1© :

:

:

2© :

( : Research on finite groups, algebraic combinatorics, and vertex algebras )

3© : 2020 12 7 2020 12 10 4

4© : 78 ( 3 )

5© : 14 ( 3 )

6© ( ) :

Zoom

Zoom

( ), (Institute of Mathematics, Academia Sinica)

7© �
: 2021 3 31

8© :

:

:

9© :

( )
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RIMS

, , .

: †( )

: 2020 12 7 ( ) 10:00 – 12 10 ( ) 13:00

12 7 ( )

10:00 – 10:50 (Institute of Mathematics, Academia Sinica)

On principal affine W-superalgebras for sl(n|1)

11:00 – 11:50 ( )

Screenings and applications

12:00 – 13:00
�

�

�

�

13:30 – 14:20 ( )

Brauer-friendly

14:30 – 15:20 ( ( ) PD)

equiangular tight frame conditional

15:30 – 16:30
�

�

�

�

12 8 ( )

10:00 – 10:50 ( )

-

11:00 – 11:50 ( )

12:00 – 13:00
�

�

�

�

13:30 – 14:20 ( )

2 2

14:30 – 15:20 ( ) ( )

II

15:30 – 16:30
�

�

�

�

† , , ( ), ( ),
( ), ( ), ( ), ( ) ( )
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12 9 ( )

10:00 – 10:50 (Kavli IPMU)

11:00 – 11:50 ( )

12:00 – 13:00
�

�

�

�

13:30 – 14:20 ( )

Scaling limits for the Gibbs states on distance-regular graphs with classical parameters

14:30 – 15:20 ( )

Association scheme difference set

15:30 – 16:30
�

�

�

�

12 10 ( )

10:00 – 10:50 Himadri Shekhar Chakraborty (Graduate School of Natural Science and Technology, Kanazawa

University)

On the average joint cycle index and the average joint weight enumerator

11:00 – 11:50 ( )

Assmus-Mattson

12:00 – 13:00
�

�

�

�

�

�

�

�
(room 1–20)

room room
�

�

�

�
room1
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 Mathematical Analysis of Viscous Incompressible Fluid  

2020 12 7 2020 12 9 3  

57   2  

    10 10  

 
Navier-Stokes Euler

 
(1) Navier-Stokes  
(2) Navier-Stokes  
(3) Euler  

  

 

 
2021 7 15  
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RRIMS  

 2020 12 7  ( ) 14:00  12 9  ( ) 12:00 
  
   

Zoom
 

https://forms.gle/xFp9NnLbEjUVfJoq9 

12 4  
Zoom

 

 

12 7  

14:00 - 14:50   
Stationary solutions to the Euler–Poisson equations in a perturbed half-space 

15:10 - 16:00   
Refined pointwise estimates for the solutions to the one-dimensional barotropic 
compressible Navier-Stokes equations: An application to the analysis of the long-
time behavior of a moving point mass 

16:20 - 16:50   
Diffusion wave phenomena and  decay estimates of solutions of compressible
viscoelastic system 
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12 8  

10:00 - 10:50  
On uniqueness of mild solutions on the whole time axis to the Boussinessq equations 
in unbounded domains 

11:10 - 12:00  
Analysis of non-stationary Navier-Stokes equations approximated by the pressure 
stabilization method 

14:00 - 14:50 Xin Zhang Tongji University Shanghai  
The decay property of the multidimensional compressible flow in the exterior domain 

15:10 - 16:00  
On the head-on collision of coaxial vortex rings 

16:20 - 16:50  
Current-valued solutions of the Euler-Arnold equation on surfaces and its applications 

12 9  

10:00 - 10:50  
Estimates of the regular set for Navier-Stokes flows in terms of initial data 

11:10 - 12:00  / OCAMI  
Existence of radially symmetric stationary solutions for the compressible Navier-
Stokes equation 

59



 

RIMS    

 
 
 

  

 

 

  

  

   

 Model theoretic aspects of the notion of independence and dimension  

2020 12 7 2020 12 9 3  

29   6  

    16 16  

zoom

NSOP1 NSOP2
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2021 4 15  
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2020 RIMS Model Theory Workshop

Model theoretic aspects of the notion of independence and dimension

In this workshop, we study the notion of independence from the model theoretic
point of view. We welcome any researchers and students who are interested in model
theory.

• Date: Dec. 7 (Mon.) - Dec. 9 (Wed.), 2020

• Location: Online Zoom meeting

• Organizer: Kota Takeuchi (University of Tsukuba)

Dec 7 (Mon.)
13:20 - opening remark
13:30 - 14:00 Tomhiro Kawakami (Wakayama Univ.), Locally definable C∞G manifolds
14:10 - 14:50 Masanori Itai (Tokai Univ.), O-minimal Chow theorem and its applications in Hodge Theory (a

survey)
15:00 - 15:40 Ikuo Yoneda (Tokuyama NIT), A remark on weak elimination of imaginaries
15:50 - 16:30 Kenji Fukuzaki (The International Univ. of Kagoshima), Undecidability of the rings of abelian

totally real integers

Dec 8 (Tue.)
09:30 - 10:05 Kota Takeuchi (Univ. of Tsukuba), A remark on structural Ramsey properties
10:15 - 10:50 Koichiro Ikeda (Hosei Univ.), Groups in generic structures
11:00 - 11:35 Joonhee Kim (Yonsei Univ.), Some remarks on model theoretic tree properties
11:45 - 12:20 JinHoo Ahn (Yonsei Univ.), Total consistency for indiscernible trees in SOP1 and SOP2 theories.

12:20 - 14:10 Lunch Break

14:10 - 14:40 Ikuo Yoneda (Tokuyama NIT), On the independence property among SU = 2, 3 elements in
ω-categorical simple theories

14:50 - 15:30 Akito Tsuboi (Tsukuba Univ.), On coloring of Fräıssé limits
15:40 - 16:20 Junguk Lee (KAIST), The embedding property for sorted profinite groups
16:30 - 17:10 Byunghan Kim (Yonsei Univ.), Weak canonical bases in NSOP1 theories

Dec 9 (Wed.)
09:30 - 10:05 Hisamoto Maesono (Waseda Univ.), Thorn forking in locally o-minimal structures
10:10 - 10:45 Hyoyoon Lee, Diameter of a type-definable Lascar strong type over a hyperimaginary
10:55 - 11:30 Kenshi Okamoto (Sendai NIT), Enumeration of Dung’s Extensions with an SMT Solver
11:35 - 12:10 Hirotaka Kikyo (Kobe Univ.), On model completeness of Hrushovski’s pseudoplanes in all cases.
12:10 - Closing remark

1
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【RIMS共同研究（公開型）】

1©
代
表
者

所属 : 東京工業大学

職名 : 准教授

氏名 : 川平友規

副
代
表
者

2© 題 目 : 複素力学系理論の総合的研究

(英文名 : Complex Dynamics and Related Topics )

3©実施期間 : 2020年 12月 7日～2020年 12月 11日（ 5日間）

4©参加者数 : 92名 (内、外国機関所属者 4名)

5©講 演 数 : 22コマ (内、英語で行なわれたもの 22コマ)

6©共同研究（公開型）の概要 (開催目的、成果など) :

　まずは COVID-19がもたらした世界的パンデミックにより，予定していた外国人講演者の招聘ができなかっ
た点，Zoomによるオンライン開催となった点は強調しておかねばならない．時差の関係で台湾および中国か
らのみであったが，海外からの講演者を交えた国際研究集会とできたことは幸いであった．
　さて近年の複素力学系理論はその裾野を広げ，解析的自己写像が定義可能な位相空間上の力学系理論として
大きく展開している．研究の多様性が増大したのは喜ばしいことだが，広大な数学の海に個々の研究対象が散
逸してしまわないよう，私たち研究に携わる者たちが理論を俯瞰する機会をもつことは極めて有意義なことで
あろう．本研究集会では，合計 22名の研究者が，初日から順に非アルキメデス的体上の力学系，高次元の複素
（数体上の）力学系，ランダム力学系，解析的曲面上の力学系，および 1次元複素力学系について，最新の研
究成果を発表していただいた．ただ，当初の目的のひとつであった「活発な議論の場を提供する」ことは，運
営上の理由により十分に達成できなかった．この点は今後のオンライン研究集会における課題といえる．

研

究

成

果

の

公

表

方

法

7© 講究録を □ 発行する □� 発行しない
※発行する場合: 原稿完成予定時期 年 月 日頃

8© 講究録以外の方法で報告集を発行する場合 :

タイトル:

出 版 社: 出版予定時期： 年 月 日頃

9© 専門誌等による場合 :

主要な論文リスト (掲載予定、プレプリントを含む。準備中も可)

R. L. Benedetto and J. Lee. J-Stability in non-archimedean dynamics,
Preprint, arXiv:2102.05841.

Y. Okuyama. Uniform perfectness of the Berkovich Julia sets in non-archimedean dynamics.
Preprint, arXiv:2011.00314.

M. Comerford, R. Stankewitz and H. Sumi. Hereditarily non Uniformly Perfect
non-Autonomous Julia Sets. To appear in Disc. Conti. Dyn. Sys.

J. Jaerisch, M. Kessebhmer and S. Munday. A multifractal analysis for cuspidal windings
on hyperbolic surfaces. Stochastics and Dynamics, published online on 25 January 2021.

Y. Nakajima. Mn is connected. Preprint, arXiv:2008.12915.

H. Shiga. On the quasiconformal equivalence of dynamical Cantor sets.
Preprint, arXiv:1812.07785.

A. Kameyama. The dynamics of hyperbolic rational maps with Cantor Julia sets.
Preprint, arXiv:1912.01801.

W. Shen and Y. Wang. Primitive tuning via quasiconformal surgery, To appear in Isreal J. Math.

Koh Katagata. Transcendental entire functions whose Julia sets contain any infinite collection
of quasiconformal copies of quadratic Julia sets.
Discrete & Continuous Dynamical Systems - A, 2019, 39 (9) : 5319-5337.
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RIMS 共同研究「複素力学系理論の総合的研究」
RIMS Online Workshop “Complex Dynamics and Related Topics”

2020年 12月 7日 – 11日 (7 – 11 Dec. 2020)

Zoom によるオンライン開催

プログラム / Program（ver.20201204）1

12月 7日（月）/ 7 Dec. (Mon)

15:00 - 15:50 李 正勲 /Junghun Lee （東京工業大学）

Hyperbolicity and J-stability in non-archimedean dynamics

16:00 - 16:50 Liang-Chung Hsia （National Taiwan Normal University）

On iterated Galois groups arising from iteration of polynomials

12月 8日（火）/ 8 Dec. (Tue)

10:00 - 10:50 奥山 裕介 / Yûsuke Okuyama （京都工芸繊維大学）

Uniform perfectness in non-archimedean dynamics and potential theory

11:00 - 11:50 安福 悠 / Yu Yasufuku （日本大学）

複数写像による軌道上の乗法関係や整数点

14:00 - 14:50 Yi-Chiuan Chen (Academia Sinica)

A note on holomorphic shadowing for Hénon maps – persistence of hyperbolic invariant sets

15:00 - 15:30 篠原 知子 / Tomoko Shinohara （東京都立産業技術高専）

Local convergence of a rational mapping to an indeterminate point

15:40 - 16:10 上野 康平 / Kohei Ueno （大同大学）

Attraction rates for iterates of a super-attracting skew product

12月 9日（水）/ 9 Dec. (Wed)

10:00 - 10:50 角 大輝 / Hiroki Sumi （京都大学）

Non-uniformly perfect Julia sets of non-autonomous dynamics of unbounded sequences of

polynomials

11:00 - 11:50 渡邉 天鵬 / Takayuki Watanabe （京都大学）

Mean stability and the bifurcation of random dynamical systems

14:00 - 14:30 イェーリッシュ ヨハネス / Johannes Jaerisch （名古屋大学）

Multifractal analysis of cuspidal windings on hyperbolic surfaces

14:40 - 15:10 中島 由人 / Yuto Nakajima （京都大学）

Mn is connected

15:20 - 15:50 川平 友規 / Tomoki Kawahira （東京工業大学）

Visualizing quasiconformal deformations of the dynamics: a worked out example
1Time zone: Japan Standard Time (JST), UTC +9

1
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12月 10日（木）/ 10 Dec. (Thu)

10:00 - 10:50 小木曽 啓示 / Keiji Oguiso （東京大学）

On Gelfand-Kirillov dimensions of twisted homogeneous coordinate rings of projective

varieties in the view of complex dynamics

11:00 - 11:50 Hsueh-Yung Lin （Kavli IPMU）

On virtual invariants of zero entropy groups acting on compact Kähler manifolds

14:00 - 14:50 宇敷 重広 / Shigehiro Ushiki （京都大学）

Strange attractors in surface automorphisms (Attractive Julia set !?)

15:00 - 15:30 上原 崇人 / Takato Uehara （岡山大学）

On maximal entropy measures for birational maps on compact complex surfaces

12月 11日（金）/ 11 Dec. (Fri)

10:00 - 10:50 志賀 啓成 / Hiroshige Shiga （京都産業大学）

Julia集合の函数論

11:00 - 11:50 亀山 敦 / Astushi Kameyama （岐阜大学）

The dynamics of hyperbolic rational maps with Cantor Julia sets

14:00 - 14:30 木坂 正史 / Masashi Kisaka （京都大学）

Julia sets of commuting entire functions

14:40 - 15:30 Yimin Wang (Fudan University)

Primitive tuning via quasiconformal surgery

15:40 - 16:30 稲生 啓行 / Hiroyuki Inou （京都大学）

A tunable rational map

16:40 - 17:10 片方 江 / Koh Katagata （一関工業高専）

Transcendental entire functions whose Julia sets contain any infinite collection of

quasiconformal copies of polynomial Julia sets

世話人：川平友規 / Organizer: Tomoki Kawahira

2
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RIMS A

1© :

:

:

2© : QW

( : Mathematics of quantum walks in open system and topological phase )

3© : 2020 12 14 2020 12 16 3

4© A :

2000
2010

1

U Ψ0 x0

lim sup
t→∞

‖(U tΨ0)(x0)‖2 > 0. (1)

1

2

(1) ‖(U tΨ0)(x0)‖2
(1)
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5© A :

( )
( )

Witten ( 3 )
( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

Witten Witten

2

3

-

Strictly local Witten

- - Witten
- -

6© �
:

7© ( )

K.Asahara, D.Funakawa, E.Segawa, A.Suzuki, N.Teranishi, Spectral mapping theorem of
an abstract non-unitaryquantum walk, in prepalation.

K.Asahara, D.Funakawa, M. Seki, Y.Tanaka, The Witten Index for One-dimensional
Non-unitary Quantum Walks with Gapless Time-evolution, arXiv:2011.12907.

Y. Matsuzawa, An index theorem for split-step quantum walks.
Quantum Inf. Process., 19(8), 2020.

K.Mochizuki, D.Kim, H.Obuse, Explicit definition of PT symmetry for non-unitary quantum
walks with gain and loss, Phys. Rev. A 93, 062116, 2016.

Y.Tanaka, A Constructive Approach to Topological Invariants for One-dimensional Strictly
Local Operators, in press.

K.Mochizuki, N.Hatano, J.Feinberg, H.Obuse, Statistical properties of eigenvalues of the
non-Hermitian Su-Schrieffer-Heeger model with random hopping terms,
Physical Review E 102, 012101, 2020.

66



67



68



69



【RIMS共同研究（グループ型 A）】

1©
代
表
者

所属 : 広島大学大学院統合生命科学研究科

職名 : 准教授

氏名 : 飯間　信

副
代
表
者

京都大学数理解析研究所

准教授

石本　健太

2© 題 目 : 生物流体力学におけるモデリング

(英文名 : Mathematical modelings of biofluid mechanics problems )

3©実施期間 : 2020年 12月 15日～2020年 12月 17日（ 3日間）

研

究

内

容

等

4©共同研究（グループ型 A）の背景、目的等 :

生物流体力学の問題は流体方程式を個体または集団の境界運動と結合させて解き，得られた流れの特
性と生物運動，ひいては生物機能との関係を調べることに帰着される．
提案者は本提案に至るまでに，生物流体分野における様々なテーマを定めて研究集会を企画してきた

が，同時に多様な参加者を受け入れてきた.講演の主題としては生物流体に直接関係がある昆虫や鳥の
飛翔，微生物や魚の遊泳の他にも，モータータンパク質，生物運動の統計解析，レオロジーと微生物遊
泳の関係，疑似餌の運動，等があり，分野的 には物理学，航空工学，機械工学，生物・生態学，あるい
は統計学を含む応用数学的等幅広く，研究手法もまた実験，流体 数値シミュレーション，観測データの
解析，物理モデル等多様である.

現実の生物運動は非常に多様である上に，体内の運動機構や複雑な周囲環境との相互作用の結果成立
する複合問題という側面を持つ．このため生物運動の全貌をそのまま捉えることは難しく，解析対象を
限定して取り込む要素を峻別した適切なモデル化が非常に重要となる．中でも数理的な視点に基づく単
純なモデルは生物流体力学に内在する本質的問題の理解の深化，あるいは応用に貢献するとともに，新
たな数理科学的問題の発掘も期待されるなど多くの利点がある．
例えば生物飛行では流体運動に加えて考えうる要素の多くを取り込んだ精密な数値モデルが解析され

る一方，生物の形態や運動を可能な限り省略し，周囲の流体の影響との関係を考えるモデル（ミニマル
モデル）が解析され，例えば渦と翼の非線形相互作用の本質を考える上で重要な示唆を与えている．こ
うしたミニマルモデルは，生物流体の様々なモデリングの階層やアプローチ法における要石としての役
割も担っている．
そこで本共同研究では，生物流体の問題におけるミニマルモデルを主題とした研究会を開催する．生

物流体力学を含むやや広い範囲から講演を募集・依頼することで，最近の研究動向を把握し，ミニマル
モデルとの関係で捉え直すと同時に，実験例などの話題提供を受ける．内容について参加者間で討議す
ることで，ミニマルモデルに対する最新の知見を共有・発掘することを目的とする．
共同研究の実施にあたっては，一般講演の募集により現在の潮流を押さえながらも多様性を確保し，

新しい視点を導入するために，分野や年齢も考慮した講師に講演を依頼して交流を促進する試みを行っ
てきている.更に年度によっては海外研究者や民間企業からの参加者も迎え，多様な分野に渡る共同研
究に繋 がり得る人脈の構築に貢献するなど，中期的な視点から様々な試みを行ってきた.

近年の傾向としては，生物流体力学がより広い分野で認知され多様化が進んできている. このため
2017 年度から議論の時間を増やすことで理解の深化や，講演では触れられなかった関連問題や該当分野
における認識など，当該共同研究における有用な情報の取得に成功している．このような方針は 2019年
度実施した国際研究集会である RIMS合宿型セミナー”Mathematical methods in biofluid mechanics”
でも生かされ，海外著名研究者との積極的な意見交換が実現するなど成功裏におわったと考えている．
以上の経緯を踏まえ，本計画では生物流体力学のモデリングについての発表を生物流体力学及び関連

分野の第一線の研究者に依頼し，研究集会を開催する.講演と議論を通して生物流体力学に広い意味で
関連する現象の最新の 知見，関連課題の汲み上げ・整理，解析手法等について討論し，情報の交換及び
共有を行う.これにより流体力学会あるいは機械学会の分科会等，他の類似学会・研究会では実現が難
しい，幅広い専門分野の研究者間での自由闊達な討論と人的交流を促す.
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研

究

内

容

等

5©共同研究（グループ型 A）の実施経過と成果 :

提案者はこれまで RIMS共同研究において生物流体分野の様々な研究集会を企画し，様々なミニマル
モデル（微生物遊泳における squirmer, 毛運動による回転子，昆虫飛翔における各種はばたきモデル，
群れを記述するViscekモデル等）の報告を受けてきた．そこでは，ミニマルモデルが多様な背景をもつ
参加者 (分野:応用数学,統計学，物理学，機械工学，生物・生態学的等; 研究手法:実験，流体数値シミュ
レーション，観測データの解析等) の個別具体的な問題意識に対する要石としての役割を担っていた．
また運営形式としては，一般講演の募集により多様性を実現し現在の潮流を把握すると同時に，分

野や年齢を考慮した講師に統合講演を依頼して軸となる考え方を提示頂いてきた.昨年度 (2019年度)は
RIMS合宿型セミナーを実施し，実験室実験に代替しうる精密な数値計算モデルや一紙片で解析可能な
解析モデルなど，様々な目的に応じた数理モデル事例が紹介され，更に専門分野の展望や課題について討
議した．特に，数名の若手研究者により現実の生物を単純化したモデルの報告と議論が活発に行われた．

このような経緯を踏まえ，生物の形態や運動のうち主要なものに着目したミニマルモデルに的を絞っ
た標記研究集会を企画することとし，統合講演を飛龍志津子教授 (同志社大学)と渕脇大海准教授 (横浜
国立大学)に依頼した．飛龍志津子先生は「コウモリの音響ナビゲーション」というタイトルで，コウモ
リの飛翔における超音波でのセンシングについての最新の話題をご提供いただいた．ここでは飛翔にお
けるセンシングの重要性や障害物の検知のメカニズムに的が絞られており，飛翔の流体力学，とくにマ
ヌーバの戦略や時定数について示唆を与える情報が得られた．渕脇大海先生は「振動ピペット近傍に生
じる局所流動を応用した液中マイクロマニュピレーション」というタイトルで，振動物体周囲に生じる
流れを活用した微小液中物体の操作に関する話題をご提供頂いた．生物の遊泳でも振動物体 (ヒレ，
毛など)を活用しているが，ここで提示された２次元低レイノルズ数流体中での振動物体近傍の流れを
アクチュエーターとして活用するというアイデアは，工学的観点からみても興味深く，また外部流にお
ける微生物遊泳についての示唆を含む講演であった．
研究集会の発表者の内訳は，統合講演 (2名),一般講演 (9名)，学生講演 (5名)で，それぞれ講演時間

を 60分，40分，20分と配分し，また休憩時間を 10-20分と長めに取ることで議論を促し，参加者が十
分内容を理解できるようにした．講演内容では微生物遊泳に関しては，遊泳モデルにおけるゆらぎの影
響を考察したもの，特異的な微生物の運動についての報告，数学的観点から遊泳と微生物形状の観点を
論じたもの，などの発表があった．昆虫飛翔に関しては，少数個の飛翔制御単位の組み合わせによる飛
翔制御，凹凸をもつトンボ翼周りの流れの解析，翼形状と空力特性の関係などの発表があった．いずれ
もミニマルモデル，あるいはその開発に貢献しうる視点を提供してくれる発表であった．この他，個体
群動態と生物進化に関する話題など，視野を広げてくれる講演もあり，全体として目的は十分に果たす
ことができたと考えている．
開催形式においては，新型コロナウイルス感染拡大の影響が大きく，開催時期の延期を余儀なくされ

た．発表形式については，新型コロナウイルスの状況とウイズコロナの観点を踏まえ，今後の共同研究
のあり方を模索する意味もこめてハイブリッド形式で開催した．感染拡大地域からの参加は難しいこと
等の事情もあり，会場講演を行った人数は多くはなかったものの，会場参加者は直接会って議論できる
ことの重要性を口々に述べ，ハイブリッド形式での開催の意義は大きかったと考える．開催形式の詳細
についても試行錯誤した結果，RIMSで作成いただいたマニュアルに基づくものが最も適切であろうと
考えるに至った．今後同様の研究集会を開催するときの参考にしたいと考える．
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6© 講究録を □ 発行する □� 発行しない
※発行する場合: 原稿完成予定時期 年 月 日頃

7© 主要な論文リスト (掲載予定、プレプリントを含む。準備中も可)
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2020年度 研究集会『生物流体力学におけるモデリング』
プログラム (ver. 2020-12-10)

日程: 12/15(火) – 12/17(木)

会場: 京都大学数理解析研究所 420号室／ Zoom (ハイブリッド形式; 予定)

• Website: http://fluid.hiroshima-u.ac.jp/~makoto/Workshop_on_Biofluids.html

• 講演時間: 統合講演 (60分),一般講演 (30分),修士学生 (20分). * は講演者，下線は統合講演を表す．

12月 15日 (火)

座長は案.

12:40-12:50 Opening

(座長: 飯間信 (広島大))

13:00-14:00 *飛龍 志津子（同志社大学生命医科学部)

「コウモリの音響ナビゲーション (Acoustic navigation of bats)」

14:20-14:50 井筒 大輔, *水口毅（大阪府立大学）
「慣性センサーを用いた周期運動の動態解析 (Kinematic analysis of periodic motion using inertial

sensors)」

(座長: 石本健太 (京都大))

15:10-15:40 *野田 龍介, 泉田 啓, 山口 雪菜 (京都大学工学研究科)

「羽ばたき飛翔における昆虫の翼平面形が有する空気力学的特性 (Aerodynamic characteristics of insect

wings in flapping flights: A comparative study of wing planforms)

16:00-16:20 *中村 優志 (信州大学総合理工学研究科),鈴木 康祐, 吉野 正人 (信州大学学術研究院工学系)

「飛び立ち時の蝶の飛翔解析：計測実験と計算モデルを用いた数値計算 (Flight analysis of a butterfly

in take-off: experimental measurements and numerical simulations using a computational

model) 」

12月 16日 (水)

(座長: 鈴木康祐 (信州大))

9:30-9:50 *星田 有輝，泉田 啓，野田 龍介（京都大学工学研究科）
「蝶の周期的羽ばたき飛翔における安定性の数値計算による定量的評価（Numerical evaluation of stability

in cyclic flapping flight of butterfly）」

10:00-10:20 *山本 陽介，泉田 啓，野田 龍介（京都大学工学研究科）
「蝶の飛翔における翅の羽ばたき動作が翼端渦に及ぼす影響について (Effects of flapping motion on the

wing-tip vortices in butterfly’s flight)」

(座長: 水口毅 (大阪府大))

10:30-10:50 *藤田 雄介, 飯間 信 (広島大学統合生命科学研究科)

「凹凸の深さに依存したコルゲート翼の動的特性 (Shape dependency of corrugated wings’ charac-

teristics on dynamic lift generation)」
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11:00-11:20 *仁科 柊 (信州大学総合理工学研究科),鈴木 康祐, 吉野 正人 (信州大学学術研究院工学系)

「トンボを模した羽ばたき翼－胴体モデルを用いた任意目標点でのホバリングへの飛翔制御 (Flight control

to hover at an arbitrary targeting point by a dragonfly-like flapping wing－ body model)」

11:30-13:00 Lunch Break

(座長: 石本健太 (京都大))

13:00-14:00 渕脇 大海 (横浜国立大学工学研究院)

「振動ピペット近傍に生じる局所流動を応用した液中マイクロマニュピレーション (Multi-axial non-

contact in situ micromanipulation by steady streaming around two oscillating cylinders)」

14:20-14:50 *蛭田 佳樹 (明治大学先端数理科学インスティテュート)

「微小スイマーに対するゆらぎの影響 (Micro swimmer with stochastic noise)」

(座長: 飯間信 (広島大))

15:10-15:40 *大山 倫弘（東大総合文化），川崎猛史（名大理），水野英如， 池田昌司（東大総合文化）
「バクテリア細胞質ガラスの流動化現象について (Glassy dynamics of a model of bacterial cytoplasm

with metabolic activities)」

16:00-16:30 *永井 健 (北陸先端大)

「ゾンビ化クラミドモナスの壁近くの遊泳」

12月 17日 (木)

(座長: 石本健太 (京都大))

9:30-10:00 *須田 沙織 (京都大学理学研究科), 須田 智晴 (慶應義塾大学理工学研究科), 大村拓也 (マックス・プランク陸
生微生物学研究所), 市川正敏 (京都大学理学研究科)

「摂動への感受性の変化により引き起こされる遊泳液滴の運動モード転移 (Motion mode transition of

swimming droplets induced by susceptibility to perturbations)」

10:20-10:50 *中根 大介（電気通信大学基盤理工学専攻）
「ちょっと変わった微生物の動き (Slightly different ways of mocrobial motility)」

(座長: 飯間信 (広島大))

11:10-11:40 *石本　健太 (京都大学数理解析研究所)

「らせん微生物の流体中の運動 (Dynamics of helicoidal microswimmers in flows)」

12:00-12:30 *山道　真人（クイーンズランド大学生物科学科）
「数理的・実験的アプローチから迫るプランクトンの個体群動態」(Population dynamics of plankton:

Mathematical and experimental approaches)

12:50-13:00 Closing

問い合わせ先:

飯間　信 (広島大学大学院統合生命科学研究科)　 email: iima@hiroshima-u.ac.jp

本研究会は，RIMS共同研究 (グループ型)「生物流体力学における数理モデリング」( 代表 飯間信 (広島大学統合生
命科学研究科) 副代表 石本健太 (京都大学数理解析研究所)) の一環として行われます．また，科学研究費基盤研究
(C)(19K03671)の援助を受けています．
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2020年度確率論シンポジウム
（11/2確定版プログラム，11/24会場情報を更新）

日時 2020年 12月 21日（月）10:00 – 12月 24日（木）15:50

会場 Zoom（完全オンライン開催）

世話人 桑江 一洋（福岡大学），江崎 翔太（福岡大学），楠岡 誠一郎（京都大学），
河本 陽介（福岡歯科大学），須崎 清剛（熊本大学），星野 壮登（九州大学）

《時間割》

21日 22日 23日 24日
9:00–9:40 植田 湯浅 江口
10:00–10:40 山戸 長谷部 土屋 星野
11:00–11:40 野場 影山 Kohatsu Higa 楠岡
11:40–13:10 昼休み
13:10–13:50 新井 松井 Junk 佐々田
14:10–14:50 竹内 アンドラウス 林 森
15:10–15:50 中島（秀） 井上 中島（誠） 梶野
16:10–16:50 予備

《プログラム》

12月 21日（月）

• 10:00–10:40 山戸 康祐（京都大学大学院理学研究科）
A unifying approach to non-minimal quasi-stationary distributions for one-

dimensional diffusions
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• 11:00–11:40 野場 啓（大阪大学大学院基礎工学研究科）
On singular control for Lévy processes

（共同研究者：山崎 和俊（関西大学システム理工学部））

• 11:40–13:10 昼休み

• 13:10–13:50 新井 裕太（千葉大学大学院融合理工学府）
On the KPZ fixed point in asymmetric exclusion processes

• 14:10–14:50 竹内 裕隆（慶應義塾大学）
Local central limit theorem on reflecting diffusions in a continuum percolation

cluster

• 15:10–15:50 中島 秀太（University of Basel）
Upper tail large deviations for a class of distributions in First-passage perco-

lation

（共同研究者：Clément Cosco（Weizmann Institute of Science））

12月 22日（火）

• 9:00–9:40 植田 優基（一関工業高等専門学校）
On free extreme value distributions

• 10:00–10:40 長谷部 高広（北海道大学大学院理学研究院）
Monotone increment processes, classical Markov processes and Loewner chains

（共同研究者：Uwe Franz（Département de mathématiques de Besançon，Uni-
versité de Bourgogne Franche-Comté），Sebastian Schleissinger（University of

Würzburg））

• 11:00–11:40 影山 正幸（名古屋市立大学）
A survey on Uncertainty Theory

（共同研究者：Baoding Liu（清華大学））

• 11:40–13:10 昼休み

• 13:10–13:50 松井 貴都（中央大学理工学部）
ハイゼンベルク点過程の超一様性について
（共同研究者：香取 眞理（中央大学理工学部））

• 14:10–14:50 アンドラウス セルヒオ（中央大学理工学部）
Limit theorems and soft edge of freezing random matrix models via dual or-

thogonal polynomials
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（共同研究者：Kilian Hermann, Michael Voit（TU Dortmund））

• 15:10–15:50 井上 昭彦（広島大学）
テプリッツ系に対する Baxter 型収束定理

12月 23日（水）

• 9:00–9:40 湯浅 智意（立命館大学理工学部数理科学科）
Multi-dimensional Avikainen’s estimates – irregular functionals of random

variables

（共同研究者：田口 大（岡山大学），田中 章博（大阪大学））

• 10:00–10:40 土屋 貴裕（会津大学）
A one dimensional Forward-Backward distribution dependent SDE

• 11:00–11:40 Kohatsu Higa Arturo（立命館大学）
Joint Density estimates for a stable process and its maximum

（共同研究者：Jorge González Cázares（University of Warwick），Aleksandar

Mijatović（The Alan Turing Institute））

• 11:40–13:10 昼休み

• 13:10–13:50 Stefan Junk（筑波大学）
Anomalous scaling regime for one-dimensional Mott variable-range hopping

（共同研究者：David Croydon（RIMS），Ryoki Fukushima（Tsukuba Uni-

versity））

• 14:10–14:50 林 晃平（東京大学大学院数理科学研究科）
Derivation of a stochastic Burgers equation from stationary square lattice poly-

mers

• 15:10–15:50 中島 誠（名古屋大学多元数理科学研究科）
高次元確率熱方程式とKPZ方程式の L2-領域における摂動
（共同研究者：Clémont Cosco（Weizmann Institute of Science），中島秀太
（University of Basel））

12月 24日（木）

• 9:00–9:40 江口 雅尚（大阪大学大学院基礎工学研究科）
パラコントロール解析によるラフボラティリティモデルへのアプローチ
（共同研究者：深澤 正彰（大阪大学））

77



• 10:00–10:40 星野 壮登（九州大学大学院数理学研究院）
Stochastic quantization associated with the exp(αφ)2-quantum field model

（共同研究者：河備 浩司（慶應義塾大学），楠岡 誠一郎（京都大学））

• 11:00–11:40 楠岡 誠一郎（京都大学大学院理学研究科）
回転不変なΦ4

3測度とその流れの構成
（共同研究者：Sergio Albeverio（Bonn University））

• 11:40–13:10 昼休み

• 13:10–13:50 佐々田 槙子（東京大学数理科学研究科）
非勾配型モデルに対する流体力学極限の幾何学的考察
（共同研究者：坂内健一（慶應義塾大学），亀谷幸生（慶應義塾大学））

• 14:10–14:50 森 隆大（京都大学数理解析研究所）
Lp-Kato class measures and their relations with Sobolev embedding theorems

• 15:10–15:50 梶野 直孝（神戸大学理学研究科）
A bridge between elliptic and parabolic Harnack inequalities

（共同研究者：Mathav Murugan（University of British Columbia））
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【RIMS共同研究（公開型）】

1©
代
表
者

所属 : 防衛大学校

職名 : 准教授

氏名 : 藤村 雅代

副
代
表
者

山口大学

教授

北本 卓也

2© 題 目 : Computer Algebra – Theory and its Applications

(英文名 : Computer Algebra – Theory and its Applications )

3©実施期間 : 2020年 12月 21日～2020年 12月 23日（ 3日間）

4©参加者数 : 53名 (内、外国機関所属者 0名)

5©講 演 数 : 14コマ (内、英語で行なわれたもの 1コマ)

6©共同研究（公開型）の概要 (開催目的、成果など) :

本共同研究の目的は、誤差のない式変形を行う計算機代数の分野において、理論を扱う研究者や他分野で応
用を行う研究者が情報交換を行うことである。また、近年は計算機代数を産業分野へ応用することの需要が高
まっていることから、企画時においては近似値を扱う「数値数式融合算法」を特別セッションとして設ける予
定であった。
しかしながら、本年は新型コロナの流行により完全オンライン開催となったため、講演数を例年の半分程度

に制限し、特別セッションの実施を断念した。その代わりに、コロナの影響で発表機会が少なくなってしまった
学生や若手研究者を中心に計算機代数に関する幅広い分野の研究発表を行うこととし、質疑応答とディスカッ
ションの時間を独立させ各セッションの最後に設けるプログラム構成にした。若手の発表が増えたことにより、
今までにない題材や新しい分野横断的な発表が行われ新鮮であった。また、公開型のオンライン開催の利点と
して、必ずしも計算機代数を専門としない研究者の参加もあり、多角的な見地から活発な質疑応答がなされた。
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7© 講究録を □� 発行する □ 発行しない
※発行する場合: 原稿完成予定時期 2021年 5月 末日頃

8© 講究録以外の方法で報告集を発行する場合 :

タイトル:

出 版 社: 出版予定時期： 年 月 日頃

9© 専門誌等による場合 :

主要な論文リスト (掲載予定、プレプリントを含む。準備中も可)
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RIMS 共同研究 (公開型)
Computer Algebra – Theory and its Applications

京都大学数理解析研究所の共同研究事業の一つとして，下記のように研究集会を開催しますので，
ご案内申し上げます。

研究代表者 藤村 雅代 (防衛大学校 数学教育室)

副代表者 北本 卓也 (山口大学 教育学部)

記

日 時: 2020年 12月 21日 (月) ～ 12月 23日 (水)

開催方法: Zoom ウェビナーを用いた完全オンライン形式

• 参加をご希望の方は 12月 14日 (月) までに参加登録へのご協力をお願いいたします。

• それ以降～当日のご参加については、comp-alge-rims@googlegroups.com まで、
「氏名・所属・メールアドレス」をご連絡ください。

• 12月 22日 (火)12:00～13:10 の間、Zoomミーティングのブレイクアウトルームをいくつかご
用意いたします。参加者同士の交流や議論などにご使用いただけます。ぜひ、ご活用ください。

１２月２１日 (月)

13:00～13:10 オープニング

13:10～13:40 鍋島克輔 (徳島大学)∗, 田島慎一 (新潟大学)�

ネター作用素を用いた零次元準素イデアル成分の表現法と計算

13:40～14:10 長坂耕作 (神戸大学)

近似 GCDでの NewtonSLRAアルゴリズムの効果的な利用に向けて

14:10～14:40 このセッションに関するディスカッション

15:00～15:30 大島谷遼 ∗, 長坂耕作 (神戸大学)

グレブナー基底の項順序についての再考

15:30～16:00 鷲野朋広 ∗, 高橋正 (甲南大)

学習における特異点構造の分析について

16:00～16:30 このセッションに関するディスカッション
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１２月２２日 (火)

10:00～10:30 奥田和樹 ∗, 白柳潔 (東邦大学)

ISCZ法の 3次元凸包構成への適用

10:30～11:00 成澤翔大 ∗, 白柳潔 (東邦大学)

A型量子群の Extremal weight moduleの結晶基底と Hiveモデル

11:00～11:30 佐々木建昭 ∗�, 讃岐勝 (筑波大学), 稲葉大樹 ((公財)日本数学検定協会),

加古富志雄 (奈良女子大学)

疎な多変数多項式系の高速な変数消去法の探求 ( II )

11:30～12:00 このセッションに関するディスカッション

12:00～13：10 フリーディスカッション
Zoomミーティングのブレイクアウトルームをいくつかご用意いたします。
ぜひ、参加者同士の交流のためご活用ください。

13:10～13:40 亀田真澄 (山陽小野田市立山口東京理科大学)∗, 宇田川暢 (新潟大学)

同時双方向型遠隔授業における数式コマンドの活用
～TeX および Maxima コマンドによる伝達～

13:40～14:10 森継修一 (筑波大学)

円内接七・八角形の「面積×半径」公式の計算について

14:10～14:40 このセッションに関するディスカッション

15:00～15:30 石井大海 (DeepFlow(株))

自動微分と Gröbner 基底による高次冪零無限小解析

15:30～16:00 谷口成己 (立教大学)

On the Stability of Groebner bases of Ideals with Single Parametric Exponent

16:00～16:30 このセッションに関するディスカッション

１２月２３日 (水)

10:00～10:30 深作亮也 (九州大学)∗, 田島慎一 (新潟大学)�

単純ホップ分岐判定法の実装

10:30～11:00 向博生 ∗, 小原功任 (金沢大学), 横山和弘 (立教大学)

非可換環上の signature-based algorithmとその実装

11:00～11:30 野呂正行 ∗, 横山和弘 (立教大学)

Risa/Asir における signature based algorithm の実装について

11:30～12:00 このセッションに関するディスカッション

∗: 発表者, �: 名誉教授

問い合わせ先
研究代表者 藤村 雅代 (防衛大学校) rimsca20@nda.ac.jp Ver. 2020. 11. 18.

81



RIMS    

 
 
 

  

 

 

  

  

   

  Recent developments on inverse problems for partial differential equations and their applications  

 

   

     

 

 
 Zoom 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

82



RIMS  

 

Recent developments on inverse problems for partial differential equations 
and their applications 

 

  
 

    ( ) 
 

2021 1 6 10:00  1 8 16:30 
 

 

10:00 10:50      
Numerical analysis of constrained total variation flows and its application to the 
Kobayashi--Warren--Carter model 
 
11:10 12:00     
Pointwise error estimation and high-precision resistance measurement with four-probe 
method 
 
13:30 14:20     
Three-dimensional reconstruction of leaked gas cloud based on computed tomography 
processing of infrared measurement data 
 
14:30 15:20     
Numerical homogenization of dual-phase steel by nonlinear conjugate gradient method 
 
15:40 16:30    Lorenzo Cavallina  
On an overdetermined problem for composite materials 
 
 

9:10 10:10    Alexandru Tamasan (University of Central Florida) 
Range characterization of the X_ray transform on the Fourier Lattice 
 
10:20 11:20    Jenn-Nan Wang (  
Non-radiating sources for the elastic waves in anisotropic inhomogeneous media 
 
11:30 12:20     
Mathematics of image reconstruction in sparse-view CT and interior CT 
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13:40 14:30     
An algebraic approach to challenges on identification problems in systems biology 

14:40 15:30    AIP  
Inverse problems on persistence diagrams 

15:50 16:40     
Inverse problems and theory of reproducing kernels --- theory and numerical 
experiments --- 

9:10 10:10     
Reconstruction problems in algebraic vision 

10:20 11:10     
 

11:20 12:10    Jin Cheng ( )  
A linear nonlocal model for outbreak of COVID-19 and parameter identification 

13:30 14:20     
The monotonicity method for the inverse crack scattering problem 

14:30 15:20     
Reconstruction of the defect by the enclosure method for inverse problems of the 
magnetic Schrödinger operator 

15:40 16:30     
On an inverse Robin eigenvalue problem appearing in thin coating problems 

 

 

 
  ( ) email: ohe@xmath.ous.ac.jp 
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ＲＩＭＳ共同研究 (公開型)

「保型形式，保型表現, ガロア表現とその周辺」
代表 : 山内　卓也 (東北大学)

副代表: 森本　和輝 (神戸大学)

日程：２０２１年１月２５日（月）午前 – ２９日（金）午前
Zoomによる開催

Jan. 25 (月)

9:00 – 10:00 中村 健太郎 (佐賀大学)

Zeta morphisms for rank two universal deformations.

10:30 – 11:30 並川 健一 (九州大学)

GL(3)×GL(2)の周期積分のコホモロジー的解釈.

13:00 – 14:00 森本 和輝 (神戸大学)

(SO(5), SO(2))のBessel周期の市野-池田型公式について.

14:30 – 15:30 野口 博史 (京都大学)

SL2(o) のメタプレクティック群の genuineな指標とテータ関数について.

16:00 – 17:00 (UTC 7:00-8:00) Toby Gee (Imperial College London)

Moduli stacks of (φ,Γ)-modules.

Jan. 26 (火)

9:00 – 10:00 (EST 19:00-20:00, 25 (Mon)) Chao Li (Columbia University)

The Beilinson-Bloch conjecture for unitary Shimura varieties.

10:30 – 11:30 (PST 17:30-18:30, 25 (Mon)) Ellen Eischen (University of Oregon)

Spin p-adic L-functions for GSp6.

13:00 – 14:00 角濱 寛隆 (京都大学)

Sp4,GSp4の内部形式の形式次数予想.

14:30 – 15:30 高瀬 幸一 (宮城教育大学)

Sp2n の超尖点的表現と Langlandsパラメータ について.

15:30 – 15:40 来年度のRIMS集会と白馬集会について.
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Jan. 27 (水)

9:00 – 10:00 (CST 18:00-19:00, 26 (Tue)) Matthew Emerton (The University of

Chicago.)

Moduli stacks of Galois representations.

10:30 – 11:30 三枝 洋一 (東京大学)

齋藤・黒川型の局所AパケットとGSp(4)のRapoport-Zink空間の l進
コホモロジーについて.

13:00 – 14:00 石本 宙 (京都大学)

重さ半整数の次数２のベクトル値ジーゲル保型形式に関する伊吹山予想の
証明.

14:30 – 15:30 (13:30 – 14:30 in Singapore time) Wee Teck Gan (National University of

Singapore)

Nontempered Restriction Problems for Classical Groups.

16:00 – 17:00 (UTC 7:00-8:00) Pol van Hoften (King’s College London)

Mod p points on Shimura varieties of parahoric level.

Jan. 28 (木)

9:00 – 10:00 (PST 16:00-17:00, 27 (Wed)) Aaron Pollack (University of California, San

Diego)

Singular modular forms on exceptional groups.

10:30 – 11:30 (EST 20:30-21:30, 27 (Wed)) Naomi Tanabe (Bowdoin College)

Non-vanishing of central values of Rankin-Selberg L-functions.

13:00 – 14:00 前田 洋太 (京都大学)

ユニタリ型志村多様体の小平次元について.

14:30 – 15:30 跡部 発 (北海道大学)

古典群に対する Zelevinsky-Aubert双対.

16:00 – 17:00 Tobias Berger (The University of Sheffield)

Eisenstein cohomology and CM congruences.

Jan. 29 (金)

9:00 – 10:00 (PST 16:00-17:00, 28 (Thu)) Sug Woo Shin (University of California,

Berkeley)

Cohomology of Igusa varieties.

10:15 – 11:15 大井 雅雄 (京都大学（白眉センター）)

Kalethaの正則超尖点Lパケットに対する捻られたエンドスコピー指標関
係式.

11:30 – 12:30 吉川 謙一 (京都大学)

或る Siegel保型形式の quasi-pullbackとBorcherds積.
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【RIMS共同研究（グループ型 A）】

1©
代
表
者

所属 : 新潟大学自然科学系工学部

職名 : 准教授

氏名 : 酒匂宏樹

副
代
表
者

2© 題 目 : 作用素環と量子力学系

(英文名 : Operator Algebras and Quantum Dynamical Systems )

3©実施期間 : 2021年 2月 1日～2021年 2月 3日（ 3日間）

研

究

内

容

等

4©共同研究（グループ型 A）の背景、目的等 :

近年量子ウォークの研究が活発に進められている. 量子物理学の研究に触発されて創始された作用素環
の理論と相互に影響しあい, 新たな成果が得られるのではないかと期待し, 量子ウォーク研究者と作用素
環論研究者を招き, 研究発表と討論を行った.
量子ウォークはH = �2Z

d ⊗Cnなどのヒルベルト空間に作用するユニタリー作用素 U が与えるダイナ
ミカルシステムである. ヒルベルト空間Hの単位ベクトル ξ を指定すると, 時間 tによって符号付けら
れた単位ベクトルの列 ξ, Uξ, · · · , U tξ, · · · が得られる. 単位ベクトル U tξは空間 Zd 上の確率測度 pt を
定める. 量子力学の確率解釈によると, これはミクロの世界の粒子が存在する位置の確率分布として解釈
される.
これまでの量子ウォーク研究の中心的課題は ptがどのように時間 t に従って変化するのかを調べること
であった. ここで量子ウォークが定める確率測度の列 pt の特徴を挙げる.

� 第一点は確率測度 pt広がりが時間 tの一次のオーダーであるという特徴である. これを量子ウォー
クの線形的伝搬という. 多くの古典的確率過程では, 存在確率の伝搬は時間 tの平方根のオーダー
であることと対比されることが多い.

� 第二点はいくつかの量子ウォークにおいて, 量子が特定の場所に存在し続ける確率が, 0に収束し
ないという特徴である. これを量子ウォークの局在化と呼ぶ. 古典的な確率過程 (例えばマルコフ
過程)でも局在化は起きえるが, 多くの場合は確率過程の定義から直接に局在化が証明される. 量
子ウォークにおいてはその定義から直ちに導かれるような局在化のみならず, 定義から一見しただ
けでは発見することが困難な局在化現象が起こりえる.

以上のように, これまでの確率過程では見られない現象が発見されているが, 量子ウォークの分類などに
ついての研究は発展途上である.
作用素環論は量子物理学的な動機から von Neumann によって創始された数学の一分野である. ヒルベ
ルト空間上の連続線形作用素からなる Banach*環がその研究題材である. 作用素環論においては作用素
環の分類が重要な研究題材であると認識されている. 近年, 作用素環 (そのうち特に核型 C∗-環)の分類
において重要な研究成果が得られている.
このような分類理論の進展が, 量子物理学と直接的なつながりを持つ題材, とくに量子ウォークの研究に
良い影響を与えるのではないかと期待できる.
作用素環論は幾何学的な指数理論ともつながりが深い. 量子ウォーク研究では最近回らる対象性を持つ
量子ウォークのWitten指数について研究が進められており, ここでも異分野間の類似性が認められる.
以上の経緯から, 作用素環論研究者と量子ウォーク研究者の双方を招いて共同研究を実施することにした.
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研

究

内

容

等

5©共同研究（グループ型 A）の実施経過と成果 :

共同研究実施期間内に, 9人の研究者に講演を依頼した. 講演後には参加者間で討議が行われた. その内
容の一部をここで紹介する.
瀬川氏は量子ウォークの局在化についての研究発表を行った. 量子ウォークは様々な量子現象を記述で
きるが, 光合成などの分子科学的なダイナミカルシステムも記述できるのではないかと期待されている.
量子現象においては量子がある限られた場所に集中する現象が観察されているが, 量子ウォークの局在
化はそれと類似した現象である.
松澤氏はカイラル対称性を持つ量子ウォークのWitten指数についての研究発表を行った. Witten指数
はホモトピー不変性やコンパクト摂動に対する安定性を有している. 量子ウォークを分類する際には適
切な意味で, 摂動に対する安定性を導入する必要があると推察されるが, 松澤氏の研究内容は示唆を与え
ている.
佐藤康彦氏は核型 C∗-環の分類理論の研究で現われる, 無限次元連続選択定理 (infinite dimensional se-
lection theorem)についての講演を行った.
縄田氏も核型 C∗-環の分類理論に現われる C∗ 環についての研究発表を行った. 作用素環の分類理論で
は Cuntz環など特徴的な C∗ を用いた技術が多用される. Cuntz環 O2 の stably finiteな類似物である
Razak–Jacelon環に注目し, その特徴づけを与えた.
核型 C∗-環の分類理論では Cuntz環が重要な意味を持つが, 曽我部氏は Cuntz環のバンドルの不変量に
ついての研究発表を行った.
窪田氏はHiger index theoryに関する講演を行ったが, 講演のなかで, 量子物性理論において注目されて
いる, バルクエッジ対応についての言及があった. 一様な物質 (バルク)の中では特徴的な現象が起きな
いが, 不純物の周りやほかの物質との界面 (エッジ) における局在化がしばしば観察されている. バルク
エッジ対応に対する量子ウォークからのアプローチも模索されている.
作用素環の研究ではしばしば, 作用素環と状態のペアから与えられる時間発展に注目が集まる. 武石氏
は数論と関連をもつ半群から構成された作用素環上の時間発展から数論的な不変量を再構成する研究を
行っており, その成果を本共同研究で発表した.
佐藤僚亮氏は量子群の双対上のマルコフ過程について研究発表を行った.
早瀬氏は Deep Neural Networkの数学的理論について研究発表を行った. 作用素環論と量子確率論とく
に自由確率論は深く関連しているが, Deep Neural Networkの理論の重要な部分に自由確率論が現われ
ることについて解説を行った.

研

究

成

果

の

公

表

方

法

6© 講究録を □ 発行する □� 発行しない
※発行する場合: 原稿完成予定時期 年 月 日頃

7© 主要な論文リスト (掲載予定、プレプリントを含む。準備中も可)

1. Chris Bruce and Takuya Takeishi, C∗-dynamical invariants and Toeplitz algebras of graphs,
preprint.

2. Yosuke Kubota, Codimension 2 transfer of higher index invariants, preprint.

3. Hayato Saigo and Hiroki Sako, Asymptotically periodic Jacobi sequence, the arcsine law, and
quantum walks acting on the continuous line, in preparation.

4. Hiroki Sako, General eigenvectors of one-dimensional homogeneous quantum walks with finite
propagation, in preparation.

5. Ryosuke Sato, Markov processes on duals of quantum groups, preprint.
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RIMS共同研究 作用素環と量子力学系 プログラム
RIMS共同研究 作用素環と量子力学系 を開催いたしますので, ご案内申し上げます

記

開催方法 : Zoom Meetingを用いたオンライン開催
開催日 : 2021年 2月 1日 (月曜日)午後から 3日 (水曜日)午前
参加申し込み : メーリングリストNatsでお知らせしたGoogle formsに記入

(もしくは sako@eng.niigata-u.ac.jpに問い合わせ)

URL : https://zoom.us/j/92522401505

Zoom Meeting ID : 925 2240 1505

パスコード : Google formsに記入されたメールアドレスに後日お知らせする予定

2月 1日 (月曜日)

13:20 – 13:30 Zoom Meeting ガイダンス
13:30 – 14:30 窪田 陽介 (信州大学)

Codimension 2 transfer map in higher index theory

14:45 – 15:45 曽我部 太郎 (京都大学)

Cuntz環のバンドルの不変量について

2月 2日 (火曜日)

10:00 – 11:00 瀬川 悦生 (横浜国立大学)

量子ウォーカーの脱出確率
11:15 – 12:15 松澤 泰道 (信州大学)

カイラル対称性を持つ量子ウォークとそのウィッテン指数

— 昼食休憩 —

13:30 – 14:30 佐藤 康彦 (九州大学)

Non-Commutative Borsuk-Pixley’s examples in purely infinite cases

14:45 – 15:45 縄田 紀夫 (大阪大学)

A characterization of W
16:00 – 17:00 武石 拓也 (京都工芸繊維大学)

Partition functions as C∗-dynamical invariants

and actions of congruence monoids

2月 3日 (水曜日)

10:00 – 11:00 佐藤 僚亮 (名古屋大学)

Markov processes on duals of quantum groups

11:15 – 12:15 早瀬 友裕 (富士通研究所)

深層神経回路の数理 : 無限次元近似, ランダム行列, 及び自由確率論

問い合わせ先 : 新潟大学 酒匂宏樹 sako@eng.niigata-u.ac.jp
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【RIMS共同研究（公開型）】

1©
代
表
者

所属 : 東京女子大学

職名 : 名誉教授

氏名 : 長田直樹

副
代
表
者

前橋工科大学

名誉教授

小林龍彦

2© 題 目 : 数学史の研究

(英文名 : Study of the History of Mathematics )

3©実施期間 : 2021年 2月 1日～2021年 2月 3日（ 3日間）

4©参加者数 : 27名 (内、外国機関所属者 2名)

5©講 演 数 : 16コマ (内、英語で行なわれたもの 0コマ)

6©共同研究（公開型）の概要 (開催目的、成果など) :

数学史は数学と歴史学の境界領域で、数学者と数学史家が多様な学問手法で研究を行う必要がある。今回は、
近世・近代・現代のヨーロッパ・日本・中国の数学、数学者、数学思想、数学教育などに関し、数学史の研究
者が研究発表と討論を行った。
今年度はコロナ禍のため Zoomによるオンラインの開催となった。面前での発表や討論でなかったとはいえ、
これまで参加していなかった研究者が参加し、充実した質疑が行われた。

研

究

成

果

の

公

表

方

法

7© 講究録を □� 発行する □ 発行しない
※発行する場合: 原稿完成予定時期 2021年 5月 30日頃

8© 講究録以外の方法で報告集を発行する場合 :

タイトル:

出 版 社: 出版予定時期： 年 月 日頃

9© 専門誌等による場合 :

主要な論文リスト (掲載予定、プレプリントを含む。準備中も可)
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RIMS共同研究 (公開型)「数学史の研究」
RIMS Joint Researches. Study of History of Mathematics

研究代表者　長田直樹
2021年 2月 1日 (月) ∼ 2月 3日 (水)

Zoomによる完全オンライン

講演プログラム

2月 1日 (月) 13:00 ∼ 16:20

座長：長田
13:00-13:10 長田直樹 (東京女子大学)

はじめに
13:10-13:50 但馬亨 (四日市大学)

ラザール・カルノー『無限小算法についての形而上学的考察 (1797)』（Réflexions sur la

metaphysique du calcul infinitésimal）と 19世紀数学の展開について
Réflexions sur la metaphysique du calcul infinitésimal (1797) by Lazare Carnot

and the development of 19th Century Mathematics

14:00-14:40 齋藤三郎 (群馬大学)

ゼロ除算の歴史
History of division by zero

14:50-15:30 奥村　博 (前橋工科大学)

代数的観点から見た 0除算否定の歴史について
On the history of discourse of impossibility of division by zero from algebraic point

of view

15:40-16:20 増田　茂 (流体数理古典理論研究所)

ルジャンドルの楕円関数論
The Theory of Elliptic Functions by Legendre

1
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2月 2日 (火) 9:00 ∼ 17:00

座長：真島
9:00- 9:40 森本光生 (四日市大学)

『四元玉鑑』と『四元玉鑑細草』について
On the Siyuan Yujian and the Siyuan Yujian Xizao

9:50-10:20 城地　茂 (大阪教育大学)

格子乗法の日本への影響
The Lattice Multiplication Influenced on Japan

10:30-11:10 曽我昇平 (四日市大学)

毛利重能『割算書』における「陰陽」と「士農工商」
“Yin and Yang Theory” and“Four Class Theory” in Kambei Mōri’s Warisansho

11:20-12:00 小川　束 (四日市大学)

算額の地域史研究について
On the study of regional history of mathematical plates

座長：小林
13:00-13:40 田中紀子 (愛知県立旭丘高等学校)

京都における特別科学教育学級の記録
The Report on the Experimental Class for Science Education in the Secondary

School in Kyoto

13:50-14:30 ハラルド・クマレ (Harald Kuemmerle, ドイツ日本研究所)

博士論文「明治・大正時代の日本における数学の科学としての制度化」：その成果と新
たな問題提起
Doctoral thesis on the ”Institutionalization of mathematics as a science in Meiji-

and Taisho-Era Japan”: Results and proposition of new problems

14:40-15:20 河野敬雄 (京都大学)

「全公算」とは何か：明治期 probability概念受容史の一断面
What is the Total Probability: One History of Acceptance of Probability Theory

in the Meiji Era (1868-1912)

15:30-16:10 徳武太郎 (京都大学)

アル＝フワーリズミーの幾何学について
On the Geometry of al-Khwārizmī

2
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2月 3日 (水) 9:00 ∼ 12:30

座長：小川
09:00-09:40 薩日娜 (Sa Rina, 上海交通大学)

中国における近代数学の基礎を築いた 20世紀初頭の留日学生たち―馮祖荀、蘇青、陳
建功を例に
Overseas Students in Japan in the Early 20th Century as the Founders of Modern

Chinese Mathematics――take Feng Zuxun, Su Buqing and Chen Jiangong as examples

09:50-10:30 小林龍彦 (前橋工科大学)

荻生徂徠から中根元圭への書簡について
On the letter form Ogyū Sorai to Nakane Genkei

10:40-11:20 長田直樹 (東京女子大学)

アイザック・ニュートン『解析について』における areaと moment

Area and moment in De Analysi by Isaac Newton

11:30-12:00 真島秀行 (お茶の水女子大学)

日本の数学関係の周年事業について
On commemorative events concerning to the mathematics in Japan

12:00-12:20 長田直樹
来年度以降の「数学史の研究」

対面＋ Zoom のハイブリッド型による開催を計画してましたが、新型コロナウィルスの感染拡大によ
り、完全オンラインによる開催に変更します。

Typeset 2021年 2月 1日

3
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2/8~2/10 R I K E N

P D

60
Bordeaux Vesselin Petkov

Mouez Dimassi Petkov

 Dimassi
Petkov

Dimassi

JF.Bony, Zerzeri, M. Hitric 
 

zoom
 Dimassi, Petkov 

 

 

 
2021 6 30  

 
 
Petkov, V., Vodev, G.: Asymptotics of the number of the interior transmission eigenvalues, J. Spec. Theory, 7 
(1), 1-31, 2017 
 
Petkov, V., Vodev, G.: Localization of the interior transmission eigenvalues for a ball, arXiv:1603.04604, 2016 
 
Petkov, V.: Parabolic transmission eigenvalues-free region for Maxwell equations, in preparation.  
 
Dimassi, M.: Elliptic differential operators with periodic and oscillation decaying coefficients, Operator Theory.  
 
Nakamura, S., Tadano, Y.: On a continuum limit of discrete Schr¥”{o}dinger operators on square lattice, J. 
Spec. Theory, 11 (1), 355-367, 2021.  
 
Mikami, K.: Semiclassical defect measure and observability estimate for Schr¥”{o}dinger operators with 
homogeneous potentials of order zero, arXiv:1811.10428  

100



Recent developments in studies of resonances

Date：February 8th – February 10th, (2021)
Place：Online (Zoom)　

Program

Feb. 8th, (Mon) 13:30 – 17:00 (5:30 – 9:00 time in Paris)

13:30 – 14:30 Yukihide Tadano (Kyoto University)

(5:30 – 6:30) Continuum limits of Schrödinger operators on square lattices 1

14:50 – 15:50 Keita Mikami (RIKEN)

(6:50 – 7:50) Observability estimates on Euclidian sets minus tube 1

16:00 – 17:00 Mouez Dimassi (University of Bordeaux)

(8:00 – 9:00) Trace formula and resonances for perturbed Schrödinger operator
with non decaying potentials 1

Feb. 9th, (Tue) 13:30 – 18:20 (5:30 – 10:20 time in Paris)

13:30 – 14:30 Yukihide Tadano (Kyoto University)

(5:30 – 6:30) Continuum limits of Schrödinger operators on square lattices 2

14:50 – 15:50 Vesselin Petkov (University of Bordeaux)

(6:50 – 7:50) Location of the interior transmission eigenvalues for the wave equa-
tion

16:00 – 17:00 Mouez Dimassi (University of Bordeaux)

(8:00 – 9:00) Trace formula and resonances for perturbed Schrödinger operator
with non decaying potentials 2

17:20 – 18:20 Vesselin Petkov (University of Bordeaux)

(9:20 – 10:20) Location of the interior transmission eigenvalues for the Maxwell
system
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Feb. 10th, (Wed) 9:00 – 11:20 (1:00 – 3:20 time in Paris)

9:00 – 10:00 Mouez Dimassi (University of Bordeaux)

(1:00 – 2:00) Trace formula and resonances for perturbed Schrödinger operator
with non decaying potentials 3

10:20 – 11:20 Keita Mikami (RIKEN)

(2:20 – 3:20) Observability estimates on Euclidian sets minus tube 2

Committees: Masaki Kawamoto and Akihiro Umeda

Contact: kawamoto.masaki.zs@ehime-u.ac.jp
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【RIMS共同研究（公開型）】

1©
代
表
者

所属 : 東海大学

職名 : 教授

氏名 : 高阪史明

副
代
表
者

千葉大学

教授

青山耕治

2© 題 目 : 非線形解析学と凸解析学の研究

(英文名 : Study on Nonlinear Analysis and Convex Analysis )

3©実施期間 : 2021年 3月 1日～2021年 3月 3日（ 3日間）

4©参加者数 : 28名 (内、外国機関所属者 0名)

5©講 演 数 : 23コマ (内、英語で行なわれたもの 10コマ)

6©共同研究（公開型）の概要 (開催目的、成果など) :

当共同研究には, 非線形解析学と凸解析学を専門とする研究者が集まり, 3日間にわたり活発な研究討論が行わ
れた。発表論文の主な内容は次のように分類される。非線形関数解析学 (非線形写像の不動点の存在, 不動点や
零点の近似法, 測地距離空間での非線形解析, 写像列解析に関する研究), 非線形最適化理論 (凸計画問題, ベク
トル最適化, 集合値最適化に関する研究)の他, ニューラルネットワークへの応用, 順序距離空間における不動
点定理など。経験豊富な研究者と精力的な若手の研究者を交えた研究討論を通じて, 参加者間で活発な意見交
換, 新しい手法, 考え方の交換などが行われ, 非線形現象を研究する多様性が認識され, 数学的な精緻性と OR
的な発展性が改めて確認された。また, 学部学生・大学院生による発表も積極的に受けれることにより, 若手の
研究者の育成にも大きく貢献した。

研

究

成

果

の

公

表

方

法

7© 講究録を □� 発行する □ 発行しない
※発行する場合: 原稿完成予定時期 2021年 7月 31日頃

8© 講究録以外の方法で報告集を発行する場合 :

タイトル:

出 版 社: 出版予定時期： 年 月 日頃

9© 専門誌等による場合 :

主要な論文リスト (掲載予定、プレプリントを含む。準備中も可)
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京都大学数理解析研究所 共同研究 (公開型)

非線形解析学と凸解析学の研究
京都大学数理解析研究所の共同研究事業の一つとして, 下記のように研究集会を催します

ので, ご案内申し上げます。

研究代表者 高阪 史明 (東海大学理学部)

研究副代表者 青山 耕治 (千葉大学大学院社会科学研究院)

研究提案者 高橋 渉 (東京工業大学, 慶応義塾大学)

記

日時 2021年 3月 1日 (月)午後から 2021年 3月 3日 (水)午後
会場 Zoomによるオンライン開催

プログラム (○印: 講演者)

3月 1日 (月)

13:00～13:05 高阪史明 (東海大学)

開会の挨拶
—Session 1 (座長: 本田卓)—

13:05～13:35 ◯下山歌奈子, 小林悠, 飯塚秀明 (明治大学)

深層ニューラルネットワークを訓練するための適応学習率最適化アルゴリズム
に利用される適切な勾配

13:40～14:10 ◯朱伊 , 酒井 裕行 飯塚 秀明 (明治大学)

適応勾配法を用いたニューラルネットワークの訓練
14:15～14:45 ◯日高雄太, 木村泰紀 (東邦大学)

Hilbert空間における弱収束定理の CAT(1)空間への拡張

—Session 2 (座長: 木村泰紀)—

15:00～15:30 茨木貴徳 (横浜国立大学)

λ-ハイブリッド写像族に関する存在定理および収束定理
15:35～16:05 本田卓 (岩手大学)

非線形関数解析的手法を用いたバナッハ空間における線形縮小写像の強収束
定理

16:10～16:40 川﨑敏治 (日本大学, 玉川大学)

Generalized acute pointと不動点定理及び収束定理
3月 2日 (火)

—Session 3 (座長: 茨木貴徳)—

10:00～10:30 ◯高橋勇人, 星野満博 (秋田県立大学)

強化学習の在庫問題への適用と方策オン型・方策オフ型学習の比較
10:35～11:05 星野満博 (秋田県立大学)

点乗積型学習写像をもつ自己組織化マップの整列化について
11:10～11:40 岩本誠一 (九州大学), ◯木村寛 (秋田県立大学)

Identical Duals — Gap Function —

昼食
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—Session 4 (座長: 豊田昌史)—

13:00～13:30 木村泰紀 (東邦大学)

完備測地距離空間におけるリゾルベント作用素
13:35～14:05 青山耕治 (千葉大学)

強擬非拡大性をもつ写像列
14:10～14:40 松下慎也 (秋田県立大学)

主双対分割法とその応用
—Session 5 (座長: 青山耕治)—

15:00～15:30 豊田昌史 (東邦大学)

Caristiの不動点定理と Bourbaki-Kneserの不動点定理
15:35～16:05 竹内幸雄 (高橋非線形解析研究所)

n-次元中間値原理 (Brouwerの定理の拡張として)

16:10～16:40 柳研二郎 (城西大学)

エルミート・アダマール不等式の精密化とその応用
3月 3日 (水)

—Session 6 (座長: 松下慎也)—

10:00～10:30 木村泰紀, ◯鳥居翔 (東邦大学)

CAT(1)空間における generalized nonexpansive写像による Picard-Mann型
点列の不動点収束

10:35～11:05 木村泰紀, ◯須藤秀太 (東邦大学)

一様凸完備測地距離空間における不動点近似
11:10～11:40 厚芝幸子 (東京女子大学)

Convergence theorems for quasi-nonexpansive-type mappings

昼食

—Session 7 (座長: 厚芝幸子)—

13:00～13:30 川崎英文 (九州大学)

離散共通不動点定理
13:35～14:05 小形優人 (金沢学院大学)

集合の二者択一定理の条件緩和に関する考察
14:10～14:40 渡辺俊一 (明治大学)

分数冪微分方程式の境界値問題に対する解について
—Session 8 (座長: 川崎英文)—

15:00～15:30 荒谷洋輔 (秋田県立大学)

集合のスカラー化手法による集合鞍点の存在定理—ロバストゲーム理論へ向け
て—

15:35～16:05 高阪史明 (東海大学)

アダマール空間における凸関数の最小点近似
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5© A :

3 4 5

1. Sokea

Trudinger-Moser Lyapunov

half-linear

Trudinger-Moser

p-Laplace

Sturm-Liouville Lyapunov

Brezis-Nirenberg Pohozaev

Moore-Nehari

6© �
:

7© ( )

[1] Y. Yamanaka and N. Yamaoka, Oscillation and nonoscillation theorems for Meissner’s equation,
Appl. Math. Comput. 388 (2021), 125526, 13 pp.

[2] P. Biernat and Y. Seki, Transition of blow-up mechanisms in k-equivariant harmonic map heat
flow, Nonlinearity 33 (2020) 2756–2796.

[3] J. Harada, A higher speed type II blowup for the five dimensional energy critical heat equation,
Ann. Inst. H. Poincaré Anal. Non Linéaire 37 (2020) 309–341.

[4] M. Hashizume, Maximization problem on Trudinger-Moser inequality involving Lebesgue norm,
J. Funct. Anal. 279 (2020) 108513, 30 pp.

[5] M. Grossi and D. Naimen, Blow-up analysis for nodal radial solutions in Moser-Trudinger critical
equations in R2, Ann. Sc. Norm. Super. Pisa Cl. Sci. (5) 20 (2020) 797–825.

[6] K. Kurata and M. Shibata, Least energy solutions to semi-linear elliptic problems on metric
graphs, J. Math. Anal. Appl. 491 (2020) 124297, 22 pp.

[7] H. Melkonian and S. Takeuchi, Remarkable properties of the sincp,q functions and related inte-
grals, J. Math. Anal. Appl. 499 (2021) 124981.

[8] N. Shioji, S. Tanaka and K. Watanabe, Uniqueness of positive radial solutions of superlinear
elliptic equations in annuli, J. Differential Equations 284 (2021) 522–545.
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: 2021 3 4 13:30 3 5 16:10

: Zoom

3 4 ( )

13:30∼14:00

14:10∼14:40 Luey Sokea

Asymptotic forms of solutions of perturbed half-linear ordinary differential

equations

14:50∼15:20

15:40∼16:10

16:20∼16:50

II
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3 5 ( )

10:30∼11:00

Trudinger-Moser

11:10∼11:40

Trudinger-Moser

13:30∼14:00

Asymptotic behavior of positive solutions to semi-linear elliptic

problems on metric graphs

14:10∼14:40

Lyapunov-type inequalities for a Sturm-Liouville problem of the

one-dimensional p-Laplacian

15:00∼15:30

Uniqueness of positive radial solution of Brezis-Nirenberg problem

on annulus

15:40∼16:10

Symmetric and asymmetric nodal solutions for the Moore-Nehari

differential equation

  739-8526  1-3-1

E-mail: yunaito@hiroshima-u.ac.jp Tel: 082-424-7339
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Program

∗ All lectures are given by invited speakers.

∗ Each lecture consists of 45 minutes talk and 10 minutes discussion (for overseas

speakers) or 25 minutes talk and 5 minutes discussion (for domestic speakers).

Monday, March 8

16:55 – 17:00 Opening

Session 1 (4 talks) Chair: H. Notsu: JST 17:00 – 20:10

(= PST 23:55 – 03:10 = UTC 07:55 – 11:10 = CET 08:55 – 12:10)

17:00 – 17:55 Matthew Thorpe (The University of Manchester, UK)

Correcting the Bias in Laplacian Learning at Low Label Rates: From

Laplace’s to Poisson’s Equation

17:55 – 18:05 Break

18:05 – 19:00 Lyudmila Grigoryeva (University of Konstanz, Germany)

Explainable and Reliable Learning of Dynamic Processes with Reservoir

Computing

19:00 – 19:10 Break

19:10 – 19:40 Sho Sonoda (RIKEN, Japan)

Characterizing Deep Learning Solutions by Using Ridgelet Transform

19:40 – 20:10 Kohei Nakajima (The University of Tokyo, Japan)

Designing chaotic itinerancy

2
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Tuesday, March 9

Session 2 (3 talks) Chair: H. Kokubu: JST 13:00 – 15:05

(= PST 20:00 – 22:05 = UTC 04:00 – 06:05 = CET 05:00 – 07:05)

13:00 – 13:55 Yiping Lu (Stanford University, USA)

ODE As Infinite Depth Neural Network: Modeling, Optimization, and

Inferencing

13:55 – 14:05 Break

14:05 – 14:35 Masato Kimura (Kanazawa University, Japan)

Universal approximation property for narrow ODENet and ResNet

14:35 – 15:05 Yoshikazu Giga (The University of Tokyo, Japan)

Spatially discrete total variation flow and its time discrete approximation

Wednesday, March 10

Session 3 (4 talks) Chair: M. Kimura: Session 3: JST 08:00 – 10:10

(= PST 15:00 – 17:10 = UTC 23:00 – 01:10 = CET 00:00 – 02:10)

08:00 – 08:30 Tomohiro Taniguchi (AIST, Japan)

Nonlinear dynamics in nanomagnet and its application to neuromorphic

computing

08:30 – 09:00 Stefano Massaroli (The University of Tokyo, Japan)

Learning with Differential Equations: Current Status and Future Per-

spectives

09:00 – 09:10 Break

09:10 – 09:40 Kengo Nakai (Tokyo University of Marine Science and Technology,

Japan)

Dynamical system analysis of a data-driven model constructed by reser-

voir computing

09:40 – 10:10 Hirofumi Notsu (Kanazawa University, Japan)

Twin vortex computer in fluid flow

3
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Session 4 (4 talks) Chair: H. Notsu: JST 17:00 – 20:10

(= PST 00:00 – 03:10 = UTC 08:00 – 11:10 = CET 09:00 – 12:10)

17:00 – 17:55 Yves van Gennip (TU Delft, Netherlands)

Variational models and gradient flows for graph clustering

17:55 – 18:05 Break

18:05 – 19:00 Boumediene Hamzi (Imperial College London, UK)

Machine learning and dynamical systems meet in reproducing kernel

Hilbert spaces

19:00 – 19:10 Break

19:10 – 19:40 Hiroshi Kokubu (Kyoto University, Japan)

Learning dynamics of the logistic maps by Reservoir Computing

19:40 – 20:10 Hayato Chiba (Tohoku University, Japan)

Generalized spectral theory and its applications

20:10 – 20:15 Closing

4
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  Universality of turbulence: dependence on spatial dimension  
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 Y. Hiruta and S.Toh 
  “A simple thermal convection system showing subcritical transition and localized turbulences 
in two-dimensional periodic domains”,  JPS journals  

 
Y. Hiruta and S.Toh 

Linear stability and separation of neutral curve from energy bound on Kolmogorov flow and general 
spatially-periodic flow with nonzero flow rate”   

 
T.Kishi, T. Matsumoto and S.Toh 
“Two-time Lagrangian velocity correlation function for particle pairs in two dimensional inverse energy-

cascade turbulence”, PR Fluids   
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(Zoom )

3/8 ( )

13:10--13:30

13:30--14:15  ( )

2 2 2

14:15--15:00  ( )

Lagrange

15:00--15:45  ( )

( )

16:00--16:45  ( )

16:45--17:30  (Sheffield )

Navier-Stokes

3/9 ( )

13:30--14:15  ( MIMS)

120



14:15--15:00  ( )

15:00--15:45  (Monash )

Eigenvalue bounds for compressible stratified magneto-shear flows varying in
two transverse directions

( )

16:00--16:45  ( )

Navier-Stokes

16:45--17:30  ( )

121



RIMS

1© :

:

:

,

,

,

2© :

( : Mathematical aspects of quantum fields and related topics )

3© : 2021 3 8 2021 3 10 3

4© : 55 ( 0 )

5© : 16 ( 0 )

6© ( ) :

, zoom . 55 ,
. , , BEC , , ,
, . , 20 30

, , .

7© �
: 2021

8© :

:

:

9© :

( )

122



123



124



数理解析研究所
共同利用研究報告書

2021 年 9 月 30 日

発　行　京都大学数理解析研究所
印　刷　株式会社　田中プリント




